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第 １ 章  総 則  
 
（ 目 的 ）  
第 １ 条  こ の 規 則 は 、 ま ち と し ご と 総 合 研 究 所 （ 以 下 「 研 究 所 」 と い う ） の
ス タ ッ フ の 労 働 条 件 そ の 他 の 就 業 に 関 す る 事 項 を 定 め る も の で あ る 。 ス タ ッ
フ と は 、研 究 所 の 契 約 社 員 、ア ル バ イ ト 、パ ー ト タ イ マ ー の こ と を い う 。（ 無
期 転 換 後 の 者 も 含 む ）。  
２  こ の 規 則 に 定 め て い な い 事 項 は 、 労 働 基 準 法 そ の 他 の 法 令 の 定 め る と こ
ろ に よ る 。  
 
（ ス タ ッ フ の 定 義 ）  
第 ２ 条  本 規 程 に お け る ス タ ッ フ と は 、 ス タ ッ フ と し て 研 究 所 と 労 働 契 約 を
締 結 し た 者 を い う 。  
 
（ 適 用 範 囲 ）  
第 ３ 条  本 規 程 は 、 研 究 所 の ス タ ッ フ に 適 用 す る 。  
 
（ 規 則 遵 守 の 義 務 と 各 種 届 出 手 続 ）  
第 ４ 条  研 究 所 及 び ス タ ッ フ は 、 こ の 規 則 を 遵 守 し 、 相 互 に 協 力 し て 事 業 の
発 展 と 労 働 条 件 の 向 上 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  
２  本 規 程 お よ び 本 規 程 に 付 随 す る 諸 規 程 等 に 定 め ら れ た 各 種 届 出 の 手 続
は 、 特 別 の 事 由 が な い 限 り 、 ス タ ッ フ 本 人 が 所 定 の 期 日 ま で に 行 わ な け れ ば
な ら な い 。  
３  前 項 の 規 定 に 違 反 し た 場 合 に は 、 各 種 取 扱 い の 適 用 を 受 け る こ と が で き
な い 場 合 が あ る 。  
 
（ 勤 続 年 数 ・ 年 齢 の 計 算 方 法 等 ）  
第 ５ 条  勤 続 年 数 は 入 社 日 か ら 算 定 事 由 が 発 生 す る ま で 期 間 と す る 。  
２  年 次 有 給 休 暇 の 付 与 日 数 を 算 定 す る 勤 続 年 数 は 在 籍 期 間 と す る 。  
３  年 齢 は 、「 年 齢 計 算 に 関 す る 法 律 」に よ り 、誕 生 日 の 前 日 を も っ て 満 年 齢
に 達 す る も の と す る 。  
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（ 労 働 条 件 と そ の 変 更 ）  
第 ６ 条  ス タ ッ フ の 労 働 条 件 は 、 こ の 規 程 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 た だ し 、
研 究 所 と ス タ ッ フ が 、 個 別 の 契 約 に お い て 、 こ の 規 程 の 内 容 と 異 な る 労 働 条
件 を 合 意 し て い た 部 分 に つ い て は 、 当 該 契 約 に よ る 労 働 条 件 が こ の 規 程 を 下
回 る 場 合 を 除 き 、 個 別 の 契 約 に よ る 労 働 条 件 を 優 先 す る 。   
２  本 規 程 に 定 め る 労 働 条 件 お よ び 服 務 規 律 等 に つ い て は 、 法 律 の 改 正 、 社
会 状 況 の 変 化 お よ び 研 究 所 の 経 営 内 容 ・ 方 法 の 変 動 等 の 業 務 上 の 必 要 性 に よ
り 、 就 業 規 則 変 更 の 手 続 き に よ り 変 更 す る こ と が あ る 。  
 
 

第 ２ 章  採 用  
 
（ 採 用 ）  
第 ７ 条  研 究 所 は 、 就 職 を 希 望 す る 者 の 中 か ら 選 考 し 、 所 定 の 手 続 き を 行 っ
た 者 を ス タ ッ フ と し て 採 用 す る 。  
 
 
（ 採 用 手 続 き 及 び 提 出 書 類 ）  
第 ８ 条  ス タ ッ フ に 採 用 さ れ た 者 は 、 初 回 の 採 用 の 日 か ら ２ か 月 間 を 試 用 期
間 と す る 。 採 用 の 方 法 は そ の 都 度 決 定 す る 。  
２  ス タ ッ フ と し て 採 用 さ れ た 者 は 、入 社 の 日 か ら 3 日 以 内 に 次 の 書 類 を 提
出 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 研 究 所 が 特 に 提 出 不 要 と 認 め た 場 合 は 、 そ
の 一 部 を 省 略 す る こ と が で き る 。  
（ １ ） 履 歴 書 （ 提 出 前 ３ か 月 以 内 に 撮 影 し た 写 真 を 貼 付 す る こ と 。 自 筆 可 能
な 者 に つ い て は 自 筆 ）  
（ ２ ） 雇 用 契 約 書 ― 研 究 所 指 定 の 様 式  
（ ３ ） 入 社 時 の 誓 約 書 ― 研 究 所 指 定 の 様 式  
（ ４ ） 身 元 保 証 書 ま た は 緊 急 時 連 絡 書 ― 研 究 所 指 定 の 様 式  
（ ５ ） 通 勤 費 支 給 内 容 届 出 書 ― 研 究 所 指 定 の 様 式  
（ ６ ） 給 与 振 込 口 座 指 定 書 ― 研 究 所 指 定 の 様 式  
（ ７ ） 扶 養 家 族 申 請 書 ― 研 究 所 指 定 の 様 式  
（ ８ ） 給 与 所 得 者 の 扶 養 控 除 等 （ 異 動 ） 申 告 書  
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（ ９ ） 住 民 票 記 載 事 項 の 証 明 書 （ マ イ ナ ン バ ー を 除 く 。）  
（ 10） 源 泉 徴 収 票 （ 前 職 の あ る 者 の み ）  
（ 11） 雇 用 保 険 被 保 険 者 証 （ 前 職 の あ る 者 の み ）   
（ 12） 年 金 手 帳 ま た は 基 礎 年 金 番 号 が 分 か る も の   
（ 13） マ イ ナ ン バ ー が 確 認 で き る も の  
（ 14） 在 留 カ ー ド の 写 し （ 日 本 国 籍 以 外 の 者 の み ）  
（ 15） そ の 他 研 究 所 が 必 要 と す る 書 類  
 
（ 身 上 変 更 事 項 の 届 出 義 務 ）  
第 ９ 条  ス タ ッ フ は 、 既 に 研 究 所 に 届 け 出 て い る 事 項 に つ い て 変 更 が あ っ た
と き は 、そ の 日 か ら 3 日 以 内 に 研 究 所 指 定 の 用 紙 に 当 該 変 更 事 項 を 記 入 し て
届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 な お 、 届 け 出 の 際 に は 、 変 更 事 項 に か か わ る 書 類
の 提 出 を 求 め る こ と が あ る 。  
 
（ 身 元 保 証 人 ）  
第 １ ０ 条  身 元 保 証 人 は 原 則 ２ 名 と し 、 本 人 の 親 、 ま た は 独 立 の 生 計 を 営 み
行 為 能 力 を 有 す る 成 年 者 で 研 究 所 が 適 当 と 認 め た 者 と す る 。 た だ し 、 研 究 所
が 特 に 不 要 と 認 め た 場 合 、 定 め る 必 要 は な い 。  
２  身 元 保 証 契 約 の 保 証 期 間 は ５ 年 間 と す る 。  
３  ス タ ッ フ が 研 究 所 に よ る 命 令 お よ び 規 則 を 遵 守 せ ず 、 故 意 ま た は 過 失 に
よ り 研 究 所 に 損 害 を 与 え た と き は 、 研 究 所 は 身 元 保 証 人 に 対 し 、 ス タ ッ フ と
連 帯 し て 損 害 を 賠 償 さ せ る こ と が で き る 。  
４  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 業 務 上 不 適 任 ま た は 不 誠 実 で あ る た め 、 身 元 保 証
人 に 責 任 が 生 じ る お そ れ が あ る と 知 っ た と き は 、 身 元 保 証 人 に 対 し て す み や
か に 通 知 す る 。  
５  前 項 の 通 知 を 受 け た 場 合 、 身 元 保 証 人 は 、 将 来 に 向 か っ て 身 元 保 証 の 契
約 を 解 除 す る こ と が で き る 。  
 
（ 労 働 条 件 の 明 示 ）  
第 １ １ 条  研 究 所 の 各 事 業 場 の 責 任 者 は 、 ス タ ッ フ と の 労 働 契 約 の 締 結 に 際
し て は 、 採 用 時 の 賃 金 、 就 業 場 所 、 従 事 す る 業 務 、 労 働 時 間 、 休 日 、 そ の 他
の 労 働 条 件 を 明 ら か に す る た め の 労 働 契 約 書 及 び こ の 規 則 を 交 付 し て 労 働
条 件 を 明 示 す る も の と す る 。  
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２  第 １ 項 の 労 働 条 件 の 明 示 の 方 法 は 、 新 規 採 用 者 が 同 項 に 規 定 す る 労 働 条
件 が 明 ら か と な る 次 の 方 法 に よ る こ と を 希 望 し た 場 合 に は 、 当 該 方 法 と す る
こ と が で き る 。  
（ １ ） 電 子 メ ー ル そ の 他 の 受 信 を す る 者 を 特 定 し て 情 報 を 伝 達 す る た め に 用
い ら れ る 電 気 通 信 の 送 信 の 方 法 （ 新 規 採 用 者 が 電 子 メ ー ル 等 の 記 録 を 出 力 す
る こ と に よ り 書 面 を 作 成 す る こ と が で き る も の に 限 る 。）                                   
３  前 二 項 の 規 定 に よ り 明 示 し た 労 働 条 件 に 変 更 が あ っ た と き は 、 そ の 都 度 、
労 働 条 件 通 知 書 兼 雇 用 契 約 書 を 交 付 し て 必 要 な 事 項 を 明 示 す る 。  
 
（ 労 働 契 約 の 期 間 等 ）  
第 １ ２ 条  研 究 所 は 、 有 期 労 働 契 約 の ス タ ッ フ に つ い て 、 そ の 労 働 契 約 に 期
間 を 定 め る 場 合 に 、 ３ 年 （ 満 60 歳 以 上 の 有 期 労 働 契 約 の ス タ ッ フ と の 契 約
に つ い て は ５ 年 ） の 範 囲 内 で 各 人 別 に 決 定 し 、 労 働 条 件 通 知 書 兼 雇 用 契 約 書
で 示 す 。  
２  前 項 の 場 合 に お い て 、 当 該 労 働 契 約 の 期 間 の 満 了 後 に お け る 当 該 契 約 に
係 る 更 新 の 有 無 を 労 働 条 件 通 知 書 兼 雇 用 契 約 書 で 示 す 。  
３  当 該 契 約 に つ い て 更 新 す る 場 合 ま た は し な い 場 合 の 判 断 の 基 準 は 、 以 下
の 事 項 と す る 。  
（ １ ） 契 約 期 間 満 了 時 の 業 務 量  
（ ２ ） 当 該 契 約 期 間 中 の 勤 務 成 績 、 態 度 、 勤 怠 状 況  
（ ３ ） 当 該 有 期 労 働 契 約 の ス タ ッ フ の 能 力  
（ ４ ） 研 究 所 の 経 営 状 況  
（ ５ ） 従 事 し て い る 業 務 の 進 捗 状 況  
（ ６ ） 入 札 に て 落 札 で き な か っ た 場 合  
４  第 １ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 無 期 労 働 契 約 に よ る ス タ ッ フ に つ い て は 、
労 働 契 約 の 期 間 は 定 め な い も の と す る 。  
 
（ 職 務 の 内 容 の 限 定 お よ び 変 更 ）  
第 １ ３ 条  ス タ ッ フ の 職 務 の 内 容 （ 業 務 の 内 容 お よ び 当 該 業 務 に 伴 う 責 任 の
程 度 を い う 。以 下 同 じ 。）は 、原 則 と し て 、労 働 条 件 通 知 書 兼 雇 用 契 約 書 に 定
め る も の と す る 。 た だ し 、 研 究 所 は 、 経 営 上 必 要 で あ る と 認 め る と き は 、 そ
の 職 務 の 内 容 の 範 囲 を 変 更 す る こ と が あ る 。  
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（ 無 期 労 働 契 約 へ の 転 換 ）  
第 １ ４ 条  有 期 労 働 契 約 に よ る ス タ ッ フ の う ち 、 通 算 契 約 期 間 が ５ 年 を 超 え
る 者 は 、 無 期 労 働 契 約 転 換 申 込 書 で 申 込 む こ と に よ り 、 現 在 締 結 し て い る 有
期 労 働 契 約 の 契 約 期 間 の 末 日 の 翌 日 か ら 、 無 期 労 働 契 約 で の 雇 用 に 転 換 す る
こ と が で き る 。  
２  前 項 の 通 算 契 約 期 間 と は 、 有 期 労 働 契 約 （ 平 成 25 年 ４ 月 １ 日 以 降 に 開
始 し た も の に 限 る 。）の 期 間 を 通 算 し た 期 間 と し 、現 在 締 結 し て い る 有 期 労 働
契 約 に つ い て は 、 そ の 末 日 ま で の 期 間 と す る 。 た だ し 、 労 働 契 約 が 締 結 さ れ
て い な い 期 間 が 連 続 し て ６ か 月 以 上 あ る 有 期 労 働 契 約 に よ る ス タ ッ フ に つ
い て は 、 そ れ 以 前 の 契 約 期 間 は 通 算 契 約 期 間 に 含 め な い 。  
 
 

第 ３ 章  就 業 時 間 ・ 休 憩 時 間 ・ 休 日 及 び 休 暇  
 
（ 就 業 時 間 ）  
第 １ ５ 条  所 定 就 業 時 間 は 、 毎 月 21 日 を 起 算 と す る 1 カ 月 単 位 の 変 形 労 働
時 間 制 を 採 用 し 、 １ 日 の 労 働 時 間 は 1 カ 月 を 平 均 し て 8 時 間 以 内 と し 、 1 週
の 労 働 時 間 は 1 カ 月 を 平 均 し て 40 時 間 以 内 と す る 。  
２  具 体 的 な 始 業 お よ び 就 業 の 時 刻 は 、 個 別 の 労 働 契 約 書 に よ り 定 め る 。  
３  業 務 の 状 況 ま た は 季 節 に よ り 、 始 業 時 刻 、 終 業 時 刻 、 休 憩 時 間 を 繰 上 げ
ま た は 繰 下 げ 及 び 変 更 を す る こ と が あ る 。  
４  出 張 及 び 外 出 そ の 他 で 、 労 働 時 間 の 全 部 も し く は 一 部 を 就 業 場 所 外 で 勤
務 し た 場 合 に お い て 労 働 時 間 を 算 定 す る こ と が 困 難 で あ る と き は 、 所 定 労 働
時 間 を 勤 務 し た も の と み な す 。  
 
（ 休 憩 時 間 の 利 用 ）  
第 １ ６ 条  ス タ ッ フ は 、 休 憩 時 間 を 自 由 に 利 用 す る こ と が で き る 。  
２  休 憩 時 間 中 で あ っ て も 、 職 場 秩 序 お よ び 風 紀 を 乱 す 行 為 、 施 設 管 理 を 妨
げ る 行 為 そ の 他 服 務 規 律 に 反 す る 行 為 を 行 っ て は な ら な い 。  
 
（ 育 児 時 間 ）  
第 １ ７ 条  １ 歳 に 満 た な い 子 を 養 育 す る 女 性 で あ る ス タ ッ フ が 請 求 し た 場



! ' !

合 に は 、 所 定 の 休 憩 時 間 の ほ か 、 １ 日 に つ き ２ 回 そ れ ぞ れ ３ ０ 分 の 育 児 時 間
を 与 え る 。な お 、本 人 が 希 望 し た と き は 、育 児 時 間 を ２ 回 に わ け る こ と な く 、
１ 日 に つ き １ 回 １ 時 間 を 与 え る も の と す る 。  
２  本 条 に 定 め る 育 児 時 間 は 無 給 と す る 。  
 
（ 公 民 権 行 使 の 保 障 ）  
第 １ ８ 条  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 選 挙 権 そ の 他 公 民 と し て の 権 利 を 行 使 し 、
ま た は 公 の 職 務 を 執 行 す る た め に 必 要 な 時 間 を 請 求 し た と き に は 、 そ の 時 間
を 与 え る 。 た だ し 、 ス タ ッ フ の 権 利 の 行 使 ま た は 公 の 職 務 の 執 行 に 妨 げ が な
い 限 り 、 研 究 所 は 請 求 さ れ た 時 刻 を 変 更 す る こ と が で き る も の と す る 。  
２  ス タ ッ フ は 、 前 項 に 基 づ く 労 働 の 免 除 を 請 求 す る と き は 、 所 定 の 手 続 き
に よ り 、 あ ら か じ め 所 属 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  
３  本 条 に 定 め る 公 民 権 行 使 の 時 間 は 無 給 と す る 。  
 
（ 休 日 ）  
第 １ ９ 条  所 定 休 日 は 個 別 の 労 働 契 約 書 で 定 め る 日 、 そ の 他 会 社 が 定 め る 日
と す る 。   
２  シ フ ト 表 が あ る 場 合 、 休 日 は シ フ ト 制 と し 、 シ フ ト 表 等 で 勤 務 日 の 前 の
週 ま で に 通 知 す る も の と す る 。  
３  法 定 休 日 は 、 １ 週 間 の う ち に 休 日 が １ 日 で あ る 者 に つ い て は そ の 休 日 、
１ 週 間 の う ち に 休 日 が 複 数 あ る 者 に つ い て は 日 曜 日 を 起 算 日 と す る １ 週 間
の 休 日 す べ て に 出 勤 し た 場 合 に お け る 当 該 週 の 最 後 の 休 日 と す る 。  
 
（ 振 替 休 日 ）  
第 ２ ０ 条  業 務 上 の 必 要 が あ る 場 合 は 、 研 究 所 が 指 定 す る 日 に 振 り 替 え る も
の と す る 。  
 
（ 代 休 ）  
第 ２ １ 条  第 １ ９ 条 （ 休 日 ） の 休 日 に つ い て 、 休 日 労 働 し た ス タ ッ フ に 対 し
て 、 研 究 所 の 業 務 上 の 判 断 に よ り 、 代 休 を 付 与 す る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、
原 則 と し て ２ か 月 以 内 に 付 与 す る 。 な お 、 代 休 の 日 は 無 給 と す る 。    
２  前 項 の 代 休 が 付 与 さ れ た 場 合 、 法 定 休 日 労 働 に 関 し て は 、 労 働 基 準 法 で
定 め ら れ た 割 増 賃 金 （ 0.35） の み を 支 払 う 。 ま た 、 時 間 外 労 働 に 該 当 す る 部
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分 に 関 し て は 、 労 働 基 準 法 で 定 め ら れ た 割 増 賃 金 （ 0.25） の み を 支 払 う 。  
 
（ 災 害 時 の 勤 務 ）  
第 ２ ２ 条  研 究 所 は 、 災 害 そ の 他 避 け る こ と の で き な い 事 由 に よ っ て 臨 時 の
必 要 が あ る 場 合 に は 、 労 働 基 準 法 第 33 条 の 規 定 に 基 づ き 事 前 に 所 轄 労 働 基
準 監 督 署 長 の 許 可 を 得 る こ と に よ り 、 そ の 必 要 の 限 度 に お い て 法 定 の 労 働 時
間 を 越 え て 、 ま た は 法 定 の 休 日 お よ び 深 夜 に 勤 務 を 命 じ る こ と が で き る 。 た
だ し 、 事 態 急 迫 の た め に 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 の 許 可 を 事 前 に 受 け る 余 裕 の
な い 場 合 に お い て は 、 事 後 に 遅 滞 な く 届 け 出 る も の と す る 。  
 
（ 時 間 外 勤 務 ・ 休 日 勤 務 及 び 深 夜 労 働 ）  
第 ２ ３ 条  当 研 究 所 は 、 業 務 の 都 合 に よ り 必 要 が あ る と き は 、 時 間 外 勤 務 、
又 は 休 日 勤 務 、 又 は 午 後 10 時 か ら 午 前 5 時 の 間 の 深 夜 に 勤 務 を 命 じ る こ と
が あ る 。 た だ し 、 そ の 場 合 は 、 通 常 の 賃 金 の 他 に 時 間 外 手 当 て 、 休 日 出 勤 手
当 て 、 又 は 深 夜 手 当 を 支 払 う も の と す る 。  
２  前 項 の 手 当 は 、 次 の 算 式 に よ り 計 算 し て 支 給 す る 。  
⑴  時 間 外 労 働 手 当 （ 法 定 労 働 時 間 を 超 え た 場 合 ）  

1 時 間 当 た り 賃 金  ×  １ ． ２ ５  ×  当 該 労 働 時 間 数  
⑵  休 日 労 働 手 当 （ 法 定 休 日 に 労 働 さ せ た 場 合 ）  

1 時 間 当 た り 賃 金  ×  １ ． ３ ５  ×  当 該 労 働 時 間 数  
⑶  深 夜 労 働 手 当 （ 午 後 10 時 ～ 午 前 5 時 の 間 に 労 働 さ せ た 場 合 ）  

1 時 間 当 た り 賃 金  ×  ０ ． ２ ５  ×  当 該 労 働 時 間 数  
３  前 項 の 「 1 時 間 当 た り 賃 金 」 は 、 次 の 算 式 に よ り 計 算 す る 。  
  基 本 給  ÷  1 か 月 平 均 所 定 労 働 時 間 数  
４  前 項 の 「 1 か 月 平 均 所 定 労 働 時 間 数 」 を 算 出 す る 際 の 1 年 間 の 所 定 労 働
日 数 は 毎 年 4 月 21 日 （ 期 首 給 与 計 算 期 間 の 始 ま り ） を 起 算 日 と す る 。  
５  法 定 の 労 働 時 間 を 超 え る 労 働 又 は 法 定 の 休 日 に お け る 労 働 は 、 あ ら か じ
め 研 究 所 が ス タ ッ フ 代 表 と 締 結 し 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 届 け 出 た 書 面 に
よ る 協 定 に 定 め る 範 囲 を 超 え て さ せ な い 。 た だ し 、 災 害 そ の 他 避 け ら れ な い
事 由 に よ っ て 臨 時 の 必 要 が あ る 場 合 に は 、 本 規 程 の 「 災 害 時 の 勤 務 」 の 規 定
に 基 づ き 、 そ の 必 要 の 限 度 に お い て 命 じ る こ と が で き る 。  
６  ス タ ッ フ の 希 望 に よ り 所 定 外 労 働 、 時 間 外 労 働 ま た は 休 日 労 働 を す る 場
合 に は 、 事 前 に 所 属 長 の 許 可 を 得 な け れ ば な ら な い 。 研 究 所 の 許 可 な く 所 定
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外 労 働 、 時 間 外 労 働 ま た は 休 日 労 働 を し た 部 分 に つ い て は 無 給 と す る 。  
 
（ 妊 産 婦 の 就 業 制 限 ）  
第 ２ ４ 条  妊 娠 中 ま た は 産 後 １ 年 を 経 過 し て い な い 者 が 請 求 し た 場 合 は 、 第
２ ３ 条 （ 時 間 外 勤 務 ・ 休 日 勤 務 お よ び 深 夜 労 働 ） に 定 め る 時 間 外 労 働 ・ 休 日
労 働 お よ び 深 夜 労 働 に 定 め る 深 夜 労 働 を 命 じ る こ と は な い 。  
 
（ 育 児 等 を 行 う 社 員 の 所 定 外 勤 務 等 ）  
第 ２ ５ 条  育 児 等 を 行 う ス タ ッ フ に 係 る 所 定 外 労 働 、 時 間 外 労 働 、 休 日 労 働
お よ び 深 夜 労 働 に つ い て は 、 育 児 介 護 休 業 規 程 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  
 
（ 休 暇 等 ）  
第 ２ ６ 条  ス タ ッ フ の 休 暇 等 は 、 次 の と お り と す る 。  
（ １ ） 年 次 有 給 休 暇  
（ ２ ） 産 前 産 後 休 業  
（ ３ ） 生 理 日 の 措 置 の 日 ま た は 時 間  
（ ４ ） 育 児 休 業  
（ ５ ） 介 護 休 業  
（ ６ ） 子 の 看 護 休 暇  
（ ７ ） 介 護 休 暇  
（ ８ ） 母 性 健 康 管 理 の た め の 休 暇 等  
（ ９ ） 裁 判 員 休 暇  
 
（ 年 次 有 給 休 暇 ）  
第 ２ ７ 条  6 か 月 以 上 の 期 間 継 続 勤 務 し 、 全 労 働 日 の 出 勤 率 が 8 割 以 上 の ス
タ ッ フ に 対 し 、 勤 続 年 数 に 応 じ て 次 表 の 年 次 有 給 休 暇 を 付 与 す る 。  
２  年 次 有 給 休 暇 は 、 毎 年 4 月 1 日 か ら 3 月 31 日 ま で の 間 に お い て 、 付 与
さ れ た 日 数 分 を  1 日 も し く は 半 日 単 位 で 取 得 す る こ と が で き る 。 半 日 と は 、
昼 の 休 憩 も し く は こ れ に 準 ず る 休 憩 の 前 後 で 区 別 す る 。  
３  勤 続 年 数 に 応 じ た 年 次 有 給 休 暇 の 付 与 日 数 と 消 滅 日 数 は 、 法 令 の 定 め る
通 り と す る 。  
４  ス タ ッ フ は 、 年 次 有 給 休 暇 を 受 け る と き に は 、 所 属 す る 事 業 場 の 責 任 者
に 届 け 出 て 、 許 可 を 得 な け れ ば な ら な い 。  
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年 次 有 給 休 暇 の 付 与 日 数  雇 入 れ 日 か ら 継 続 勤 務 期 間  

6 カ
月  

1 年 6
カ 月  

2 年 6
カ 月  

3 年 6
カ 月  

4 年 6
カ 月  

5 年 6
カ 月  

6 年 6 カ
月 以 上  

週 所 定 労 働 時 間 30 時 間 以 上  10 日  11 日  12 日  14 日  16 日  18 日  20 日  
週 所 定
労 働 時
間 30
時 間 未
満  

週 所 定 労
働 日 数  

年 間 所 定 労
働 日 数  

５ 日 以 上  217 日 以 上  
4 日  169~216 日  7 日  8 日  9 日  10 日  12 日  13 日  15 日  
3 日  121~168 日  5 日  6 日  6 日  8 日  9 日  10 日  11 日  
2 日  73~120 日  3 日  4 日  4 日  5 日  6 日  6 日  7 日  
1 日  48~72 日  1 日  2 日  2 日  2 日  3 日  3 日  3 日  

 
 

5 研 究 所 は 、 前 項 に よ る 年 休 を 10 日 以 上 有 す る ス タ ッ フ に 対 し て 、 そ の
内 5 日 に つ い て は 、 前 項 の 各 期 間 1 年 以 内 の 期 間 に 、 ス タ ッ フ ご と に そ の
時 季 を 定 め る こ と に よ り 付 与 し 、 ス タ ッ フ は 付 与 さ れ た 年 休 を 取 得 し な け
れ ば な ら な い 。 た だ し 、 ス タ ッ フ 本 人 の 年 休 申 請 に 対 し て 、 ま た は 、 計 画
年 休 に よ り 年 休 を 付 与 し た 場 合 に は 、 当 該 与 え た 年 休 日 数 （ 当 該 日 数 が 5
日 を 超 え る 場 合 に は 、 5 日 と す る ） 分 に つ い て は 、 研 究 所 の 指 定 し た 日 時 の
年 休 付 与 を し な い 。  
6 前 項 本 文 に 従 い 研 究 所 が 年 休 を 指 定 し た 日 に 、 ス タ ッ フ が 労 務 に 従 事 し
よ う と し た 場 合 、 研 究 所 は 、 そ の 就 労 を 拒 否 す る こ と が で き る 。  
７  出 勤 率 の 算 定 に あ た っ て は 、 以 下 の 休 暇 は 出 勤 し た も の と み な す 。  
（ １ ） 年 次 有 給 休 暇 を 取 得 し た 日  
（ ２ ） 業 務 上 の 傷 病 に よ る 休 業 期 間  
（ ３ ） 産 前 産 後 休 業 期 間  
（ ４ ） 育 児 休 業 期 間  
（ ５ ） 介 護 休 業 期 間  
（ ６ ） ス タ ッ フ が 研 究 所 か ら 正 当 な 理 由 な く 就 労 を 拒 ま れ た た め に 就 労 で

勤 続 年 数  0.5  1.5  2.5  3.5  4.5  5.5  6.5 以 上  

年 休 日 数  10 11 12 14 16 18 20 
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き な か っ た 日  
８  年 次 有 給 休 暇 を 取 得 し た 日 の 賃 金 は 、 各 々 の 給 与 規 程 に 定 め ら れ た 通
り と す る 。  
 
（ 年 次 有 給 休 暇 の 研 究 所 に よ る 時 季 指 定 ）  
第 ２ ８ 条  研 究 所 が 年 次 有 給 休 暇 の 時 季 を 定 め よ う と す る と き は 、 そ の 時
季 に つ い て 当 該 ス タ ッ フ の 意 見 を 聴 く も の と し 、 研 究 所 は 、 当 該 意 見 を 尊
重 す る よ う 努 め る も の と す る 。 こ の 場 合 、 年 次 有 給 休 暇 の 単 位 は 、 日 ま た
は 半 日 と し 、 半 日 と す る と き は 、 0.5 日 分 の 時 季 指 定 を し た も の と す る 。  
２  前 項 の 意 見 聴 取 は 、 基 準 日 か ら ６ か 月 を 経 過 し た 時 点 に お い て 、 年 休
取 得 日 数 が ５ 日 に 満 た な い 者 に 対 し て 行 う 。 意 見 聴 取 の 方 法 は 、 上 司 と の
面 談 と す る 。  
３  前 項 に か か わ ら ず 、 取 得 希 望 日 に 沿 っ た 時 季 指 定 が 困 難 な と き は 、 ス
タ ッ フ と 面 談 の う え 、 時 季 を 決 定 す る 。 ま た 、 研 究 所 が 時 季 指 定 し た 日
に 、 年 次 有 給 休 暇 を 付 与 す る こ と が 困 難 な 事 情 が 生 じ た と き は 、 ス タ ッ フ
と 面 談 の う え 、 代 替 の 日 を 決 定 す る 。  
４  ス タ ッ フ は 、 原 則 と し て 、 研 究 所 が 時 季 指 定 し た 日 を 変 更 す る こ と は
で き な い 。 た だ し 、 や む を 得 な い 事 情 が あ る と 研 究 所 が 認 め る と き は 、 そ
の 限 り で は な い 。 こ の 場 合 に は 、 ス タ ッ フ と 面 談 の う え 、 代 替 の 日 を 決 定
す る 。  
５  研 究 所 が 時 季 指 定 し た 日 が 到 来 す る 前 に 、 ス タ ッ フ 自 ら が 年 次 有 給 休
暇 を 取 得 し 、 ま た は 計 画 的 付 与 が 行 わ れ た と き は 、 研 究 所 は 、 こ れ ら の 日
数 分 、 当 該 時 季 指 定 し た 日 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  
６  こ の 規 定 に よ り 時 季 が 指 定 さ れ た 年 次 有 給 休 暇 は 、 ス タ ッ フ の 心 身 の
回 復 の た め 必 要 最 低 限 の も の で あ る こ と か ら 、 ス タ ッ フ は そ の 趣 旨 を よ く
理 解 し 、 時 季 が 指 定 さ れ た 日 に 出 社 す る こ と の な い よ う に し な け れ ば な ら
な い 。  
 
（ 年 次 有 給 休 暇 の 取 得 ）  
第 ２ ９ 条  年 次 有 給 休 暇 の 取 得 を 請 求 し よ う と す る 者 は 、 所 定 の 手 続 き に
よ っ て 遅 く と も 前 日 ま で に そ の 時 季 を 研 究 所 に 申 し 出 な け れ ば な ら な い 。
な お 、 事 業 の 正 常 な 運 営 を 妨 げ る 事 由 の あ る 場 合 は 、 研 究 所 は そ の 時 季 ま
た は 期 間 を 変 更 す る こ と が で き る 。  
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２  ス タ ッ フ が 、 何 ら か の 事 由 に よ り 、 前 日 ま で に 申 し 出 を す る こ と が で
き な か っ た 場 合 に は 、 当 日 始 業 時 刻 ま で に 電 話 等 で 研 究 所 に 連 絡 す る も の
と し 、 出 勤 後 す み や か に 所 定 の 手 続 き に よ っ て 申 し 出 な け れ ば な ら な い 。  
３  研 究 所 は 、 前 項 の 連 絡 お よ び 申 し 出 を 受 け 、 ス タ ッ フ が 前 日 ま で に 申
出 を し な か っ た こ と に つ い て 、 や む を 得 な い 事 情 で あ る と 認 め た 場 合 に お
い て は 、 前 項 の 申 し 出 に か か わ る 日 に 年 次 有 給 休 暇 を 取 得 し た も の と し て
取 り 扱 う こ と が あ る 。 な お 、 や む を 得 な い 事 情 で あ る と 認 め ら れ な い 場 合
に は 、 欠 勤 と し て 取 り 扱 う 。  
 
（ 産 前 産 後 休 業 ）  
第 ３ ０ 条  研 究 所 は 、 ６ 週 間 （ 多 胎 妊 娠 の 場 合 は 14 週 間 ） 以 内 に 出 産 予 定
の 女 性 で あ る ス タ ッ フ が 請 求 し た 場 合 は 、 産 前 休 業 を 与 え る 。 ま た 、 女 性
で あ る ス タ ッ フ が 出 産 し た と き は 、 出 産 日 の 翌 日 か ら ８ 週 間 の 産 後 休 業 を
与 え る 。 た だ し 、 産 後 ６ 週 間 を 経 過 し た 女 性 で あ る ス タ ッ フ が 請 求 し た 場
合 、 医 師 が 就 業 に 支 障 が な い と 認 め た 業 務 に 就 か せ る こ と が あ る 。  
２  前 項 に 定 め る 休 業 は 無 給 と す る 。  
３  産 前 産 後 休 業 を 申 し 出 た ス タ ッ フ が 社 会 保 険 の 被 保 険 者 で あ っ た 場
合 、 産 前 産 後 休 業 の 期 間 中 も 社 会 保 険 被 保 険 者 資 格 は 継 続 す る 。  
 
（ 生 理 日 の 措 置 ）  
第 ３ １ 条  生 理 日 の 就 業 が 著 し く 困 難 な 女 性 で あ る ス タ ッ フ が 請 求 し た 場
合 は 、 必 要 な 時 間 ま た は 日 数 の 休 暇 を 与 え る 。 た だ し 、 疾 病 が 疑 わ れ る 場
合 は 、 そ の 必 要 に 応 じ 研 究 所 の 指 定 す る 医 師 の 診 察 を 命 じ 、 現 に 疾 病 が 認
め ら れ る 場 合 は 病 気 欠 勤 と し て 取 り 扱 う 。  
２  前 項 に よ り 取 得 し た 時 間 ま た は 休 暇 に つ い て は 無 給 と す る 。  
 
（ 育 児 介 護 休 業 法 に 関 す る 休 業 ・ 休 暇 ・ そ の 他 の 制 限 お よ び 措 置 等 ）  
第 ３ ２ 条  育 児 休 業 、 介 護 休 業 、 子 の 看 護 休 暇 、 介 護 休 暇 お よ び 育 児 介 護
休 業 法 に 関 す る そ の 他 の 制 限 お よ び 措 置 に つ い て は 、 別 に 定 め る 育 児 介 護
休 業 規 程 に よ る 。  
 
（ 母 性 健 康 管 理 の た め の 休 暇 等 ）  
第 ３ ３ 条  妊 娠 中 ま た は 出 産 後 １ 年 を 経 過 し な い 女 性 で あ る ス タ ッ フ か
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ら 、 所 定 労 働 時 間 内 に 母 子 保 護 法 に 基 づ く 保 健 指 導 ま た は 健 康 診 査 を 受 け
る た め に 、 通 院 休 暇 の 請 求 が あ っ た と き は 、 次 の 範 囲 で 休 暇 を 与 え る 。  
（ １ ） 産 前 の 場 合  
妊 娠 23 週 ま で  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ４ 週 に １ 回  
妊 娠 24 週 か ら 35 週 ま で  ・ ・ ・  ２ 週 に １ 回  
妊 娠 36 週 か ら 出 産 ま で  ・ ・ ・ ・  １ 週 に １ 回  
た だ し 、 医 師 ま た は 助 産 師 （ 以 下 「 医 師 等 」 と い う 。） が 、 こ れ と 異 な る 指
示 を し た と き に は 、 そ の 指 示 に よ り 必 要 な 時 間  
（ ２ ） 産 後 （ １ 年 以 内 ） の 場 合  
   医 師 等 の 指 示 に よ り 必 要 な 時 間  
２  妊 娠 中 ま た は 出 産 後 １ 年 を 経 過 し な い 女 性 で あ る ス タ ッ フ か ら 、 母 子
保 健 法 に 定 め る 保 険 指 導 ま た は 健 康 診 査 に 基 づ き 、 勤 務 時 間 等 に つ い て 医
師 等 の 指 導 を 受 け た 旨 の 申 し 出 が あ っ た 場 合 、 次 の 措 置 を 講 ず る 。  
（ １ ） 妊 娠 中 の 通 勤 緩 和  
通 勤 時 の 混 雑 を 避 け る よ う 指 導 さ れ た 場 合 は 、 原 則 と し て １ 時 間 の 勤 務 時
間 の 短 縮 ま た は １ 時 間 以 内 の 時 差 出 勤  
（ ２ ） 妊 娠 中 の 休 憩 の 特 例  
休 憩 時 間 に つ い て 指 導 さ れ た 場 合 は 、 適 宜 休 憩 時 間 の 延 長 、 休 憩 の 回 数 の
増 加  
（ ３ ） 妊 娠 中 ま た は 出 産 後 の 諸 症 状 に 対 応 す る 措 置  
妊 娠 ま た は 出 産 に 関 す る 諸 症 状 の 発 生 ま た は 発 生 の お そ れ が あ る と し て 指
導 さ れ た 場 合 は 、 そ の 指 導 事 項 を 守 る こ と が で き る よ う に す る た め の 作 業
の 軽 減 、 勤 務 時 間 の 短 縮 、 休 業 等  
３  本 条 に 定 め る 措 置 の う ち 、 休 業 、 休 暇 、 休 憩 お よ び 勤 務 時 間 の 短 縮 等
に よ り 、 就 労 を し な か っ た 期 間 ま た は 時 間 は 無 給 と す る 。  
 
（ 裁 判 員 休 暇 ）  
第 ３ ４ 条  「 裁 判 員 の 参 加 す る 刑 事 裁 判 に 関 す る 法 律 」 の 趣 旨 に 則 り 、 次
の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 裁 判 員 休 暇 を 与 え る 。  
（ １ ） 裁 判 員 候 補 者 と し て 裁 判 所 に 出 頭 す る と き  
（ ２ ） 裁 判 員 ま た は 補 充 裁 判 員 と し て 裁 判 審 理 に 参 加 す る と き  
２  裁 判 員 休 暇 期 間 中 は 原 則 と し て 無 給 と す る 。  
３  裁 判 員 休 暇 を 取 得 す る と き は 、 裁 判 所 か ら の 裁 判 員 候 補 者 と し て の 出
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頭 日 の 通 知 ま た は 裁 判 員 も し く は 補 充 裁 判 員 と し て の 裁 判 審 理 参 加 日 の 通
知 か ら 、 ５ 日 以 内 に 所 定 の 手 続 に よ り 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  
４  裁 判 員 候 補 者 と し て 出 頭 ま た は 裁 判 員 も し く は 補 充 裁 判 員 と し て 裁 判
審 理 に 参 加 し た ス タ ッ フ は 、 出 所 後 す み や か に 、 裁 判 所 が 発 行 す る 証 明 書
等 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  
 
（ 出 退 勤 ）  
第 ３ ５ 条  ス タ ッ フ は 、 出 勤 お よ び 退 勤 の 場 合 は 、 次 の 事 項 を 守 ら な け れ
ば な ら な い 。  
（ １ ） 始 業 時 刻 前 に 出 勤 し 、 就 業 の 準 備 を し 、 始 業 時 刻 と と も に 業 務 を 開
始 す る こ と  
（ ２ ） 出 勤 お よ び 退 勤 の 際 に は 、 研 究 所 の 定 め る 方 法 に よ っ て 出 退 勤 の 記
録 を 残 す こ と  
（ ３ ） 退 勤 す る 際 は 、 機 械 、 器 具 、 そ の 他 の 備 品 お よ び 書 類 等 を 整 理 格 納
す る こ と  
２  ス タ ッ フ は 、 業 務 終 了 後 す み や か に 退 勤 す る も の と し 、 業 務 上 の 必 要
な く 所 内 に 居 残 っ て は な ら な い 。  
 
（ 入 退 場 の 統 制 ）  
第 ３ ６ 条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る ス タ ッ フ に 対 し て は 、 事 業 場 へ
の 入 場 を 禁 止 し 、 ま た は 退 場 を 命 じ る こ と が あ る 。  
（ １ ） 酒 気 を 帯 び て い る 者  
（ ２ ） 衛 生 管 理 上 有 害 で あ る と 認 め ら れ る 者  
（ ３ ） 火 気 、 凶 器 そ の 他 業 務 に 必 要 で な い 危 険 物 を 携 帯 す る 者  
（ ４ ） 業 務 を 妨 害 し 、 も し く は 研 究 所 の 風 紀 、 秩 序 を 乱 し 、 ま た は そ の 恐
れ の あ る 者  
（ ５ ） そ の 他 研 究 所 が 必 要 と 認 め た 者  
 
（ 遅 刻 ）  
第 ３ ７ 条  ス タ ッ フ は 、 や む を 得 な い 事 由 に よ り 始 業 時 刻 に 遅 れ る と き
は 、 所 定 の 手 続 き に よ っ て 前 日 ま で に 所 属 長 に 届 け 出 る も の と す る 。 た だ
し 、 何 ら か の 事 由 に よ り 、 前 日 ま で に 届 け 出 る こ と が で き な か っ た 場 合 に
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は 、 当 日 始 業 時 刻 ま で に 電 話 等 で 所 属 長 に 連 絡 す る も の と し 、 出 勤 後 す み
や か に 所 定 の 手 続 き に よ っ て 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  
２  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 当 日 始 業 時 刻 ま で に 連 絡 せ ず 遅 刻 し た 場 合 に 、
連 絡 し な か っ た こ と に つ い て 、 や む を 得 な い 事 由 が あ る と 認 め ら れ な い と
き は 、 無 断 遅 刻 と し て 取 り 扱 う 。  
３  遅 刻 （ 無 断 遅 刻 を 含 む 。） に よ り 就 労 し な か っ た 時 間 に つ い て は 無 給 と
す る 。  
 
（ 早 退 ）  
第 ３ ８ 条  ス タ ッ フ は 、 傷 病 、 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ り 早 退 す る と
き は 、 所 定 の 手 続 き に よ り 事 前 に 所 属 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 た だ
し 、 何 ら か の 事 由 に よ り 、 事 前 に 届 け 出 る こ と が で き な か っ た 場 合 に は 、
事 後 す み や か に 所 定 の 手 続 き に よ り 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  
２  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 事 前 に 届 け 出 を せ ず 早 退 し た 場 合 に 、 事 前 に 届
け 出 し な か っ た こ と に つ い て 、 や む を 得 な い 事 由 で あ る と 認 め ら れ な い と
き は 、 無 断 早 退 と し て 取 り 扱 う 。  
３  早 退 （ 無 断 早 退 を 含 む 。） に よ り 就 労 し な か っ た 時 間 に つ い て は 無 給 と
す る 。  
 
（ 私 用 外 出 、 私 用 面 会 、 私 用 電 話 ）  
第 ３ ９ 条  ス タ ッ フ は 、 私 用 外 出 、 私 用 面 会 、 私 用 電 話 す る 場 合 に は 休 憩
時 間 を 利 用 す る も の と す る 。 な お 、 休 憩 時 間 中 で あ っ て も 、 外 出 す る 場 合
お よ び 研 究 所 施 設 内 で 私 用 面 会 す る 場 合 に は 所 属 長 の 許 可 を 得 な け れ ば な
ら な い 。  
２  前 項 に か か わ ら ず 、 特 別 の 事 情 が あ る と 研 究 所 が 認 め た 場 合 に は 、 労
働 時 間 中 の 私 用 外 出 、 私 用 面 会 、 私 用 電 話 を 許 可 す る こ と が あ る 。 こ の 場
合 に お い て 、 ス タ ッ フ は 事 前 に 所 属 長 に 申 し 出 る も の と す る 。  
３  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 事 前 に 申 し 出 を せ ず 労 働 時 間 中 に 私 用 外 出 、 私
用 面 会 、 私 用 電 話 し た 場 合 に 、 事 前 に 申 し 出 し な か っ た こ と に つ い て 、 や
む を 得 な い 事 由 で あ る と 認 め ら れ な い と き は 、 無 断 で 行 っ た も の と し て 取
り 扱 う 。  
４  労 働 時 間 中 の 私 用 外 出 、 私 用 面 会 、 私 用 電 話 （ 無 断 で 行 っ た も の も 含
む 。） に よ り 、 就 労 し な か っ た 時 間 に つ い て は 無 給 と す る 。  
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（ 欠 勤 ）  
第 ４ ０ 条  ス タ ッ フ は 、 傷 病 、 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ り 欠 勤 す る 場
合 は 、 所 定 の 手 続 き に よ っ て 事 前 に 所 属 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 た
だ し 、 何 ら か の 事 由 に よ り 、 事 前 に 届 け 出 る こ と が で き な か っ た 場 合 は 、
当 日 始 業 時 刻 ま で に 電 話 等 で 所 属 長 に 連 絡 し 、 事 後 す み や か に 所 定 の 手 続
き に よ り 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  
２  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 当 日 始 業 時 刻 ま で に 連 絡 せ ず に 欠 勤 し た 場 合
に 、 連 絡 し な か っ た こ と に つ い て 、 や む を 得 な い 事 由 で あ る と 認 め ら れ な
い 場 合 に は 、 無 断 欠 勤 と し て 取 り 扱 う 。  
３  欠 勤 が ７ 日 以 上 継 続 す る 場 合 （ 休 日 は 除 く 。） で 、 そ の 事 由 が 傷 病 に よ
る と き は 、 前 各 項 の 届 出 の ほ か に 医 師 の 診 断 書 を 、 ま た 、 そ の 事 由 が 傷 病
以 外 に よ る と き は 、 こ れ を 証 す る 書 類 ま た は 理 由 書 を 提 出 し な け れ ば な ら
な い 。  
４  前 項 の 場 合 、 研 究 所 が 必 要 と 認 め た 場 合 に は 、 会 社 指 定 医 師 の 診 断 書
を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  
５  欠 勤 （ 無 断 欠 勤 を 含 む 。） に よ り 就 労 し な か っ た 期 間 は 無 給 と す る 。  
 
（ 不 可 抗 力 に よ る 欠 勤 、 遅 刻 、 早 退 の 取 扱 い ）  
第 ４ １ 条  次 の 各 号 の い ず れ か に よ り 、 不 可 抗 力 に よ る 欠 勤 、 遅 刻 、 早 退
と し て 研 究 所 が 認 め た と き は 、 こ れ ら の 欠 勤 、 遅 刻 、 早 退 に つ い て は 、 第
６ ３ 条 （ 懲 戒 事 由 ） で 定 め る 懲 戒 事 由 に は 該 当 し な い も の と す る 。  
（ １ ） 天 災 事 変 そ の 他 こ れ に 類 す る 災 害 に よ り 、 交 通 が 遮 断 さ れ 、 ま た は
途 絶 し て や む を 得 な い と 認 め ら れ る と き  
（ ２ ） 感 染 症 法 等 に よ る 交 通 遮 断 ま た は 隔 離 が 行 わ れ た と き 、 た だ し 、 本
人 が 罹 病 し た と き を 除 く 。  
（ ３ ） そ の 他 前 各 号 に 準 ず る 理 由 が あ る と 研 究 所 が 認 め た と き  
２  前 項 の 事 由 に よ る 欠 勤 、 遅 刻 、 早 退 に よ り 所 定 労 働 時 間 に つ い て 労 働
で き な い 時 間 は 、 研 究 所 の 判 断 に よ り 通 常 勤 務 し た も の と し て 取 扱 う こ と
も あ る 。  
 

 



! "' !

 
第 ４ 章  賃 金  

 
（ 賃 金 ）  
 第 ４ ２ 条  ス タ ッ フ の 給 与 、 賞 与 に つ い て は 、 別 に 定 め る 給 与 規 程 に よ る 。 
 
 

第 ５ 章  退 職 ・ 解 雇  
 
（ 退 職 理 由 ）  
第 ４ ３ 条  ス タ ッ フ が 次 に 挙 げ る 何 ら か に 該 当 す る 場 合 、 該 当 し た 日 を も っ
て 退 職 し た も の と す る 。  
(1) 定 年 に 達 し た 場 合 （ そ の 月 の 末 日 ）  
(2) 死 亡 （ 死 亡 し た 日 ）  
(3) 自 己 都 合 に よ り 退 職 を 願 い 出 た と き （ 所 属 す る 事 業 場 の 責 任 者 が 認 め た
日 ）  
(4) 私 事 に よ る 欠 勤 が 14 日 に お よ ん だ 場 合 （ そ の 14 日 に お よ ん だ 日 ）  
(5) 他 社 に 移 籍 し た 場 合 （ そ の 前 日 ）  
(6) ! 有 期 労 働 契 約 に よ る ス タ ッ フ に つ い て 、 労 働 条 件 通 知 書 兼 雇 用 契 約 書 に
契 約 の 更 新 の な い 旨 が あ ら か じ め 示 さ れ て い る 場 合 は 、 そ の 契 約 期 間 が 満 了
し た と き  
(7) ! %Ê'2�dに 連 絡 が な く 30 日 が 経 過 し て も な お 、 所 在 不 明 の と き  
 
（ 定 年 退 職 ）  
 第 ４ ４ 条  ス タ ッ フ の 定 年 は 満 65 歳 に な っ た 誕 生 日 の 月 の 末 日 と す る 。  
２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 無 期 転 換 権 の 行 使 に よ り 、 有 期 労 働 契 約 で の
雇 用 か ら 無 期 労 働 契 約 で の 雇 用 に 転 換 し た ス タ ッ フ の 定 年 年 齢 は 、 無 期 転 換
後 の 労 働 契 約 の 初 日 に お け る 年 齢 に 応 じ て 、 次 の 表 に 定 め る 年 齢 と す る 。  

無 期 転 換 後 の 労 働
契 約 の 初 日 に お け
る 年 齢  

定 年 年 齢（ 誕 生 日 の 属 す る 月 の 末 日 の 翌 日 に 無 期
契 約 社 員 と し て の 身 分 を 失 う ）  

65 歳 未 満  65 歳  
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65 歳 以 上  
無 期 転 換 後 の 労 働 契 約 の 初 日 か ら 起 算 し て 1 年
を 経 過 し た 後 に 最 初 に 到 来 す る 誕 生 日 の 年 齢  

 
 
 (自 己 都 合 退 職 )  
第 ４ ５ 条  ス タ ッ フ が 自 己 の 都 合 に よ り 退 職 を 所 属 す る 事 業 場 の 責 任 者 に
願 い 出 る 場 合 、 ２ か 月 前 ま で に 退 職 願 い を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。   
２  前 項 の 退 職 届 の 提 出 が 退 職 希 望 日 の ３ ０ 日 を 過 ぎ た 場 合 で あ っ て も 、 事
情 に よ り そ の 退 職 願 い を 承 諾 す る 場 合 が あ る 。  
３  退 職 を 申 し 出 た 者 は 、 退 職 の 日 ま で は 研 究 所 の 指 示 す る 業 務 に 服 さ な け
れ ば な ら な い 。  
４  退 職 の 場 合 に お い て 、 ス タ ッ フ は 退 職 の 日 ま で の 間 に 従 前 の 職 務 に つ い
て 後 任 者 へ の 引 継 ぎ を 完 了 し 、 業 務 に 支 障 を き た さ ぬ よ う 、 専 念 し な け れ ば
な ら な い 。  
 
（ 雇 止 め ）  
第 ４ ６ 条  雇 用 契 約 書 に 契 約 を 更 新 す る 場 合 が あ る 旨 を あ ら か じ め 明 示 し
て い た 有 期 労 働 契 約 に よ る ス タ ッ フ の 労 働 契 約 を 更 新 し な い 場 合 に は 、 少 な
く と も 契 約 が 満 了 す る 日 の 30 日 前 ま で に 予 告 す る 。  
２  前 項 の 場 合 に お い て 、 当 該 有 期 労 働 契 約 に よ る ス タ ッ フ が 、 雇 止 め の 予
告 後 に 雇 止 め の 理 由 に つ い て 証 明 書 を 請 求 し た 場 合 に は 、 遅 滞 な く こ れ を 交
付 す る 。 雇 止 め の 後 に お い て も 同 様 と す る 。  
 
（ 契 約 更 新 の 上 限 年 齢 ）  
第 ４ ７ 条  有 期 労 働 契 約 に よ る ス タ ッ フ が 、そ の 契 約 期 間 満 了 日 に お い て 65
歳 以 上 で あ る と き は 、 原 則 と し て 、 新 た な 労 働 契 約 は 締 結 し な い 。  
 
（ 解 雇 ）  
第 ４ ８ 条  ス タ ッ フ が 次 に 挙 げ る 事 項 に 該 当 す る 場 合 は 、 解 雇 す る 。  
①  心 身 の 都 合 に よ り 、 勤 務 に 支 障 が 出 た 場 合  
②  勤 務 態 度 に 問 題 あ り と 所 属 す る 事 業 場 の 責 任 者 が 認 め た 場 合 。   
③  正 当 な 理 由 な く 遅 刻 、早 退 、欠 勤 な ど が 多 く 職 務 を 遂 行 で き な い と 所 属 す
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る 事 業 場 の 責 任 者 が 判 断 し た 場 合 。   
④ 業 務 遂 行 に 必 要 な 能 力 が 著 し く 劣 り 、 ま た は 勤 務 意 欲 が 低 く 、 勤 務 成 績 や
勤 務 態 度 が 著 し く 不 良 の と き  
⑤ 研 究 所 が 、 労 働 基 準 法 第 81 条 に 基 づ く 打 切 補 償 を 支 払 っ た と き  
⑥ 業 務 上 の 傷 病 に よ り 療 養 の 開 始 後 ３ 年 を 経 過 し て も 当 該 疾 病 が 治 癒 し な
い 場 合 で あ っ て 、 労 災 保 険 か ら 傷 病 補 償 年 金 を 受 け て い る と き 、 ま た は 同 日
後 受 け る こ と と な っ た と き  
⑦ 研 究 所 が 、 事 業 を 継 続 す る こ と が 不 可 能 な 状 態 と な り 、 事 業 を 終 了 、 廃 止
を す る と き  
⑧ や む を 得 な い 事 情 に よ り 、 事 業 の 縮 小 、 変 更 ま た は 部 門 の 閉 鎖 等 を 行 う 必
要 が 研 究 所 に 生 じ た と き で あ っ て 、 当 該 ス タ ッ フ を 他 の 職 務 に 転 換 さ せ る こ
と が 困 難 な と き 、 あ る い は 通 勤 可 能 な 範 囲 の 他 の 事 業 所 が な く 、 か つ 本 人 の
事 情 に よ り 異 動 が で き な い 場 合 で 、 継 続 し て 雇 用 す る こ と が 困 難 な と き  
⑨  そ の 他 や む を 得 な い 理 由 お よ び 前 各 号 に 準 ず る 理 由 が あ る 場 合 。  
 
（ 解 雇 通 知 ）  
第 ４ ９ 条  研 究 所 の 各 事 業 場 の 責 任 者 は ス タ ッ フ に 解 雇 を 通 知 す る と き は 、
少 な く と も 1 か 月 前 に ス タ ッ フ に 予 告 し な く て は な ら な い 。  但 し 、 ス タ ッ
フ 側 の 責 務 で 解 雇 さ れ る 場 合 お よ び 天 災 事 変 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 の た
め に 事 業 の 継 続 が 不 可 能 と な っ た 場 合 で 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 の 解 雇 予 告
除 外 の 認 定 を 受 け た と き は 、 こ の 限 り で は な い 。  
 
（ 解 雇 制 限 ）  
第 ５ ０ 条  ス タ ッ フ が 業 務 上 の 傷 病 に よ り 療 養 の た め 休 業 す る 期 間 お よ び
そ の 後 30 日 間 、な ら び に 産 前 産 後 の 女 性 で あ る ス タ ッ フ が 労 働 基 準 法 65 条
の 規 定 に よ っ て 休 業 す る 期 間 お よ び そ の 後 30 日 間 は 解 雇 し な い 。 た だ し 、
次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  
（ １ ） 研 究 所 が 、 労 働 基 準 法 第 81 条 に 基 づ く 打 切 補 償 を 支 払 っ た と き  
（ ２ ） 業 務 上 の 傷 病 に よ り 療 養 の 開 始 後 ３ 年 を 経 過 し て も 当 該 疾 病 が 治 癒 し
な い 場 合 で あ っ て 、 労 災 保 険 か ら 傷 病 補 償 年 金 を 受 け て い る と き 、 ま た は 同
日 後 受 け る こ と と な っ た と き  
（ ３ ） 天 災 事 変 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 の た め に 事 業 の 継 続 が 不 可 能 と な っ
た 場 合 で 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 の 認 定 を 受 け た と き  
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２  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 育 児 休 業 も し く は 介 護 休 業 の 申 出 を し 、 ま た は 育
児 休 業 も し く は 介 護 休 業 を 取 得 し た こ と そ の 他 そ れ に 準 ず る 事 由 を 理 由 と
し て 、 当 該 ス タ ッ フ に 対 し て 解 雇 そ の 他 不 利 益 な 取 り 扱 い を し な い 。  
３  研 究 所 は 、 女 性 で あ る ス タ ッ フ が 婚 姻 し た こ と を 理 由 と し て 解 雇 す る こ
と は な い 。 ま た 、 女 性 ス タ ッ フ が 妊 娠 し た こ と 、 出 産 し た こ と そ の 他 そ れ に
準 ず る 事 由 を 理 由 と し て 、 当 該 女 性 で あ る ス タ ッ フ に 対 し て 解 雇 そ の 他 不 利
益 な 取 り 扱 い を し な い 。  
 
（ 退 職 者 の 貸 与 金 品 の 返 還 、 返 納 等 ）  
第 ５ １ 条  退 職 等 に よ り ス タ ッ フ の 資 格 を 喪 失 す る こ と が 決 定 し た 者 は 、 研
究 所 が 指 定 す る 日 ま で に 、 研 究 所 に よ り 貸 与 さ れ た 健 康 保 険 証 な ど の 物 品 お
よ び デ ー タ フ ァ イ ル 、 ソ フ ト ウ ェ ア 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 等 の 全 て を 返 却 、 研 究
所 に 対 し て 債 務 の あ る 場 合 は そ の 債 務 を 完 済 し な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 研
究 所 が 提 供 し た 電 子 デ ー タ が ス タ ッ フ の 電 子 メ デ ィ ア に 残 存 し て い る 場 合
は 、 当 該 デ ー タ は 全 て 削 除 し な け れ ば な ら な い 。  
２  ス タ ッ フ は 、 前 項 の 物 と あ わ せ て 退 職 時 の 誓 約 書 を 研 究 所 に 提 出 し な け
れ ば な ら な い 。  
 
（ 退 職 後 に 継 続 す る 義 務 ）  
第 ５ ２ 条  退 職 等 に よ り ス タ ッ フ の 資 格 を 喪 失 し た 者 は 、 そ の 資 格 を 喪 失 し
た 後 も 、 在 職 中 に 行 っ た 職 務 、 行 為 お よ び 離 職 後 の 守 秘 義 務 に 対 し て 責 任 を
負 う も の と す る 。  
２  退 職 等 に よ り ス タ ッ フ の 資 格 を 喪 失 し た 者 は 、 自 ら ま た は そ の 関 係 者 を
通 じ て 、 研 究 所 の ス タ ッ フ 等 を 勧 誘 し 、 研 究 所 か ら の 退 職 も し く が 研 究 所 と
の 労 働 契 約 関 係 の 終 了 の つ な が る 一 切 の 行 為 を 促 し 、 ま た は そ の 他 何 ら か の
働 き か け も 行 っ て は な ら な い 。  
３  退 職 等 に よ り ス タ ッ フ の 資 格 を 喪 失 し た 者 が 、 前 各 項 に 違 反 し 、 研 究 所
が 損 害 を 受 け た と き に は 、 そ の 損 害 を 賠 償 し な け れ ば な ら な い 。  
 
（ 退 職 証 明 ）  
第 ５ ３ 条  研 究 所 は 、 退 職 し 、 ま た は 解 雇 さ れ た ス タ ッ フ が 、 次 の 事 項 に つ
い て 証 明 書 を 請 求 し た と き は 、 遅 滞 な く こ れ を 交 付 す る 。  
（ １ ） 使 用 期 間  
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（ ２ ） 業 務 の 種 類  
（ ３ ） 研 究 所 に お け る 地 位  
（ ４ ） 給 与  
（ ５ ） 退 職 の 事 由 （ 解 雇 の 場 合 は そ の 理 由 ）  
２  前 項 の 証 明 事 項 に は 、 第 １ 号 か ら 第 ５ 号 の う ち 、 退 職 し 、 ま た は 解 雇 さ
れ た ス タ ッ フ か ら 請 求 さ れ た 事 項 の み を 記 載 す る 。  
 
（ 解 雇 理 由 証 明 書 ）  
第 ５ ４ 条  研 究 所 は 、 解 雇 さ れ た ス タ ッ フ が 解 雇 の 予 告 を さ れ た 日 か ら 退 職
の 日 ま で の 間 に お い て 、 解 雇 の 理 由 に つ い て 証 明 書 を 請 求 し た と き は 、 そ の
該 当 事 由 を 明 示 し た 証 明 書 を 交 付 す る 。 な お 、 当 該 ス タ ッ フ が 解 雇 の 事 実 の
み に つ い て 証 明 書 を 請 求 し た と き は 、 研 究 所 は そ の 事 実 の み を 記 載 し た 証 明
書 を 交 付 す る も の と す る 。  
２  解 雇 の 予 告 が さ れ た 日 以 後 に 、 ス タ ッ フ が そ の 解 雇 以 外 の 事 由 に よ り 退
職 し た 場 合 は 、 研 究 所 は 解 雇 理 由 証 明 書 の 交 付 を 行 わ な い 。  
 
 

第 ６ 章  服 務 規 律  
 
（ 服 務 基 本 原 則 ）  
第 ５ ５ 条  ス タ ッ フ は 、 研 究 所 の 一 員 と し て の 自 覚 と 責 任 に 徹 し 、 業 務 に 精
励 し 、 就 労 時 間 中 は 自 己 の 業 務 に 専 念 し な け れ ば な ら な い 。  
２  職 務 遂 行 に あ た っ て は 、 業 務 上 の 指 揮 命 令 に 従 う と と も に 、 同 僚 と も 相
互 に 協 力 し て 、 作 業 能 率 の 向 上 に 努 め つ つ 、 所 業 の 発 展 に 貢 献 す る よ う 努 め
な け れ ば な ら な い 。  
３  ス タ ッ フ は 、 組 織 が 業 務 上 必 要 と す る 情 報 や 報 告 を 適 切 な 相 手 に 適 宜 正
確 に 伝 達 す る と と も に 、 秘 密 情 報 や 個 人 情 報 は 漏 洩 さ せ な い よ う に 十 分 に 注
意 し な け れ ば な ら な い 。  
４  ス タ ッ フ は 、 本 規 程 に 定 め る 事 項 を 誠 実 に 遵 守 す る ほ か 、 職 場 規 律 お よ
び 所 内 秩 序 の 維 持 、 健 全 な 職 場 環 境 の 保 持 の た め に 研 究 所 が 行 う 施 策 に 積 極
的 に 協 力 し な け れ ば な ら な い 。  
５  ス タ ッ フ は 、 研 修 の 他 、 研 究 所 が 実 施 す る 就 業 規 則 や 各 種 法 令 遵 守 等 の
研 修 に 参 加 し な け れ ば な ら な い 。  
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（ 服 務 心 得 ）  
第 ５ ６ 条  す べ て の 社 員 （ ス タ ッ フ を 含 む す べ て の 社 員 を い う 。 以 下 、 本 条
に お い て 同 じ 。）は 、常 に 次 の 事 項 を 遵 守 し 、服 務 に 精 励 し な け れ ば な ら な い 。 
（ １ ） 研 究 所 の 規 則 お よ び 業 務 上 の 指 示 、 命 令 を 遵 守 し 、 職 場 の 風 紀 ・ 秩 序
の 維 持 な ら び に 能 率 の 向 上 に 努 め 、 互 い に 人 格 を 尊 重 し 、 誠 実 に 自 己 の 職 務
に 専 念 す る こ と  
（ ２ ） 業 務 上 の 都 合 に よ り 、 担 当 業 務 の 変 更 ま た は 他 の 部 署 へ の 応 援 を 命 じ
ら れ た 場 合 は 、 正 当 な 理 由 な く こ れ を 拒 ま な い こ と  
（ ３ ） 勤 務 時 間 中 は 職 務 に 専 念 し 、 所 属 長 の 許 可 な く 職 場 を 離 れ 、 ま た は 、
他 の 社 員 の 業 務 を 妨 げ る な ど の 行 為 を し な い こ と  
（ ４ ） 職 場 を 常 に 整 理 整 頓 し 、 清 潔 を 保 ち 、 盗 難 ・ 火 災 の 防 止 に 努 め る こ と  
（ ５ ） 勤 務 時 の 装 い （ 衣 服 ・ 髪 型 ・ 化 粧 ・ ア ク セ サ リ ー ・ 爪 等 ） は 、 常 に 清
潔 を 保 ち 、 過 度 に 華 美 な 印 象 を 与 え る も の は 避 け る こ と  
（ ６ ） 職 務 に 関 し 、 不 当 な 金 品 の 借 用 ま た は 贈 与 の 利 益 を 受 け な い こ と  
（ ７ ）職 務 に 関 連 し 、自 己 ま た は 第 三 者 の た め に 研 究 所 の 取 引 先 等 か ら 金 品 、
飲 食 等 不 正 な 利 益 供 与 を 受 け な い こ と  
（ ８ ） 自 己 ま た は 第 三 者 の た め に 、 職 務 上 の 地 位 を 不 正 に 利 用 し な い こ と  
（ ９ ） 所 定 の 届 出 事 項 に 異 動 が 生 じ た と き は 、 す み や か に 届 け 出 る こ と  
（ 10）正 当 な 理 由 が な く 、業 務 上 ま た は 規 律 保 持 上 の 必 要 に よ り 実 施 す る 所
持 品 検 査 を 拒 ま な い こ と  
（ 11）業 務 上 必 要 な 場 合 に 当 研 究 所 が 行 う 、証 拠 提 出 を 含 む 調 査 事 項 に つ い
て 協 力 す る こ と 。 ま た 、 虚 偽 の 供 述 は し な い こ と  
（ 12） 第 ５ ８ 条 の ２ （ ハ ラ ス メ ン ト の 禁 止 行 為 ） の 事 項 に 違 反 し て 職 場 の 環
境 を 害 さ な い こ と  
（ 15） 故 意 ま た は 過 失 に よ り 研 究 所 に 損 害 を 与 え な い こ と  
（ 16） 研 究 所 の 車 両 、 器 具 、 そ の 他 の 備 品 を 大 切 に し 、 消 耗 品 は 節 約 し 、 書
類 は 丁 重 に 取 り 扱 う と と も に 、 そ の 保 管 に も 十 分 注 意 す る こ と  
（ 17） 研 究 所 の 許 可 な く 、 業 務 以 外 の 目 的 で 、 研 究 所 の 施 設 、 機 械 器 具 、 金
銭 、 そ の 他 の 物 品 を 他 人 に 貸 与 し 、 ま た は 、 持 ち 出 さ な い こ と  
（ 18）研 究 所 の 許 可 な く 、業 務 に 関 係 の な い 私 物 を 研 究 所 施 設 に 持 ち 込 ま な
い こ と  
（ 19） 研 究 所 の 許 可 な く 、 研 究 所 の 施 設 内 で 組 合 活 動 、 政 治 活 動 、 宗 教 活 動
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等 、 業 務 に 関 係 の な い 活 動 は 行 わ な い こ と 。 ま た 、 施 設 外 に お い て ス タ ッ フ
の 地 位 を 利 用 し て 、 研 究 所 で 働 い て い る 者 お よ び 取 引 先 な ど の 関 係 者 に 対 し
て 同 様 の 行 為 を 行 わ な い こ と  
（ 20）研 究 所 の 許 可 な く 、研 究 所 の 施 設 内 に お い て 、演 説 、集 会 、文 書 配 布 、
募 金 、 署 名 活 動 等 業 務 に 関 係 の な い 行 為 を 行 わ な い こ と  
（ 21）研 究 所 の 許 可 な く 、マ イ カ ー 、バ イ ク お よ び 自 転 車 で 通 勤 し な い こ と 。
ま た 、 他 人 か ら 貸 与 を 受 け た 車 両 も 同 様 と す る  
（ 22） 職 務 上 知 り 得 た 研 究 所 の 秘 密 に わ た る 事 項 、 ま た は 、 重 要 な 機 密 に 関
す る 事 項 、 顧 客 情 報 、 社 員 等 の 個 人 情 報 お よ び 研 究 所 の 不 利 益 と な る 事 項 を
他 に 漏 ら さ な い こ と 。 退 職 後 に お い て も 同 様 と す る  
（ 23） 研 究 所 の 文 書 類 ま た は 物 品 を 社 外 の 者 に 交 付 、 提 示 す る 場 合 は 、 研 究
所 の 許 可 を 受 け る こ と  
（ 24） ス タ ッ フ は 、 在 籍 の ま ま 他 の 会 社 等 の 業 務 に 従 事 し 、 ま た は 個 人 的 な
事 業 を 営 む 場 合 は 研 究 所 へ 届 け 出 る こ と  
（ 25） 研 究 所 の 許 可 な く 、 同 業 他 社 に 就 業 し 、 ま た は 自 ら 研 究 所 の 業 務 と 競
争 に な る 競 業 行 為 を 行 わ な い こ と 。 退 職 後 に お い て も 研 究 所 の 営 業 秘 密 そ の
他 の 研 究 所 の 利 益 を 害 す る 不 当 な 競 業 行 為 を 行 っ て は な ら な い  
（ 26） 所 内 に お い て は 、 定 め ら れ た 場 所 以 外 で は 喫 煙 し な い こ と  
（ 27） 酒 気 帯 状 態 で 勤 務 に 服 さ な い こ と  
（ 28） 勤 務 中 に 飲 酒 、 放 歌 、 私 語 、 私 用 電 話 等 を し な い こ と  
（ 29） 社 員 間 の 金 銭 貸 借 を し な い こ と  
（ 30） 暴 力 団 員 、 暴 力 団 関 係 者 そ の 他 反 社 会 的 勢 力 と 関 わ り を 持 っ た り 、 交
流 し た り 、 ま た は そ の よ う に 誤 解 さ れ る 行 為 を し な い こ と  
（ 31）業 務 遂 行 上 取 得 し た 情 報 ま た は 職 場 に お い て 撮 影 し た 画 像 等 、 研 究 所
が 特 定 さ れ 得 る 内 容 を 含 む 一 切 の 情 報 、 お よ び 研 究 所 や 他 の 社 員 の 名 誉 や 信
用 を 毀 損 す る よ う な 内 容 を 、 ブ ロ グ 、 ツ イ ッ タ ー 、 フ ェ イ ス ブ ッ ク 等 の ソ ー
シ ャ ル・ ネ ッ ト ワ ー キ ン グ・ サ ー ビ ス（ SNS）、動 画 サ イ ト 、ま た は イ ン タ ー
ネ ッ ト 上 の 掲 示 板 等 に 投 稿 ・ 掲 載 ・ 添 付 し な い こ と  
（ 32） 研 究 所 の 許 可 な く 、 自 宅 で 業 務 を 行 わ な い こ と  
（ 33） 他 の 社 員 の 転 職 の 仲 介 等 、 引 き 抜 き 行 為 を 行 わ な い こ と  
（ 34） 本 条 に 抵 触 す る 行 為 の 他 、 研 究 所 の 内 外 を 問 わ ず 、 研 究 所 の 名 誉 ・ 信
用 を 傷 つ け 、 ま た は 研 究 所 の 利 益 を 害 す る 行 為 を し な い こ と  
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（ 副 業 ・ 兼 業 ）  
第 ５ ７ 条  ス タ ッ フ は 、 所 定 労 働 時 間 外 に お い て 、 副 業 ・ 兼 業 を 行 お う と す
る と き は 、 事 前 に 研 究 所 に 届 け 出 て 、 研 究 所 の 承 認 を 得 る も の と す る 。  
２  副 業・兼 業 に よ り 、次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、研 究 所 は 、
こ れ を 禁 止 ま た は 制 限 す る こ と が で き る 。  
（ １ ） 労 務 提 供 上 の 支 障 が あ る 場 合   
（ ２ ） 研 究 所 の 機 密 が 漏 え い す る お そ れ が あ る 場 合  
（ ３ ） 研 究 所 の 名 誉 や 信 用 を 損 な う 行 為 や 、 信 頼 関 係 を 破 壊 す る 行 為 が あ る
場 合  
（ ４ ） 競 業 に よ り 、 研 究 所 の 利 益 を 害 す る 場 合  
 
（ ハ ラ ス メ ン ト の 定 義 ）  
第 ５ ８ 条  ハ ラ ス メ ン ト と は 、 次 の 行 為 を 指 す も の と す る 。  
（ １ ） 妊 娠 ・ 出 産 ・ 育 児 休 業 等 に 関 す る ハ ラ ス メ ン ト と は 、 職 場 に お い て 、
妊 娠 ・ 出 産 お よ び 育 児 等 に 関 す る 制 度 ま た は 措 置 の 利 用 に 関 す る 言 動 に よ り
他 の 社 員（ ス タ ッ フ を 含 む す べ て の 社 員 を い う 。以 下 、本 条 に お い て 同 じ 。）
の 就 業 環 境 を 害 す る こ と な ら び に 妊 娠 ・ 出 産 等 に 関 す る 言 動 に よ り 女 性 で あ
る 他 の 社 員 の 就 業 環 境 を 害 す る こ と を い う 。 な お 、 業 務 分 担 や 安 全 配 慮 等 の
観 点 か ら 、 客 観 的 に み て 、 業 務 上 の 必 要 性 に 基 づ く 言 動 に よ る も の に つ い て
は 、 妊 娠 ・ 出 産 ・ 育 児 休 業 等 に 関 す る ハ ラ ス メ ン ト に は 該 当 し な い 。  
（ ２ ） セ ク シ ュ ア ル ハ ラ ス メ ン ト と は 、 職 場 に お け る 性 的 な 言 動 に 対 す る 他
の 社 員 の 対 応 等 に よ り 、 当 該 他 の 社 員 の 労 働 条 件 に 関 し て 不 利 益 を 与 え る こ
と 、ま た は 性 的 な 言 動 に よ り 他 の 社 員 の 就 業 環 境 を 害 す る こ と を い う 。ま た 、
相 手 の 性 的 指 向 お よ び 性 自 認 の 状 況 に 関 わ ら な い ほ か 、 異 性 に 対 す る 言 動 だ
け で な く 、 同 性 に 対 す る 言 動 も 該 当 す る 。 本 号 の 他 の 社 員 に は 、 直 接 的 に 性
的 な 言 動 の 相 手 方 と な っ た 被 害 者 に 限 ら ず 、 性 的 な 言 動 に よ り 就 業 環 境 を 害
さ れ た す べ て の 者 を 含 む も の と す る 。  
（ ３ ） パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト と は 、 職 場 に お い て 、 職 務 上 の 地 位 や 人 間 関 係 な
ど に お け る 優 越 的 な 関 係 を 背 景 に し た 個 々 の 社 員 の 人 格 や 尊 厳 を 侵 害 す る
言 動 で あ っ て 、 業 務 上 必 要 か つ 相 当 な 範 囲 を 超 え た も の を 行 う こ と に よ り 、
他 の 社 員 に 身 体 的 ・ 精 神 的 苦 痛 を 与 え 、 そ の 健 康 や 就 業 環 境 を 悪 化 さ せ る こ
と を い う 。  
（ ４ ） そ の 他 の あ ら ゆ る ハ ラ ス メ ン ト と は 前 各 号 の ほ か 、 他 の 社 員 の 就 労 環
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境 を 害 す る よ う な 言 動 を い う 。   
２  前 項 の 職 場 と は 、 勤 務 先 の み な ら ず 、 社 員 が 業 務 を 遂 行 す る す べ て の 場
所 を い い 、 ま た 、 勤 務 時 間 内 に 限 ら ず 、 実 質 的 に 職 場 の 延 長 と み な さ れ る 勤
務 時 間 外 の 時 間 を 含 む も の と す る 。  
 
（ ハ ラ ス メ ン ト の 禁 止 行 為 ）  
第 ５ ８ 条 の ２  す べ て の 社 員 （ ス タ ッ フ を 含 む す べ て の 社 員 を い う 。 以 下 、
本 条 に お い て 同 じ 。）は 、他 の 社 員 を 業 務 遂 行 上 の 対 等 な パ ー ト ナ ー と し て 認
め 、 職 場 に お け る 健 全 な 秩 序 お よ び 協 力 関 係 を 保 持 す る 義 務 を 負 う と と も に 、
職 場 内 に お い て 次 の 行 為 を し て は な ら な い 。  
（ １ ） 妊 娠 ・ 出 産 ・ 育 児 休 業 等 に 関 す る ハ ラ ス メ ン ト  
①  部 下 の 妊 娠・出 産 、育 児 ･介 護 に 関 す る 制 度 や 措 置 の 利 用 等 に 関 し 、解 雇
そ の 他 不 利 益 な 取 扱 い を 示 唆 す る 言 動  
②  部 下 ま た は 同 僚 の 妊 娠・出 産 、育 児 ･介 護 に 関 す る 制 度 や 措 置 の 利 用 を 阻
害 す る 言 動  
③  部 下 ま た は 同 僚 が 妊 娠・出 産 、育 児 ･介 護 に 関 す る 制 度 や 措 置 を 利 用 し た
こ と に よ る 嫌 が ら せ 等  
④  部 下 が 妊 娠 ・ 出 産 等 し た こ と に よ り 、 解 雇 そ の 他 の 不 利 益 な 取 扱 い を 示
唆 す る 言 動  
⑤  部 下 ま た は 同 僚 が 妊 娠 ・ 出 産 等 し た こ と に 対 す る 嫌 が ら せ 等  
（ ２ ） セ ク シ ュ ア ル ハ ラ ス メ ン ト  
①  性 的 お よ び 身 体 上 の 事 柄 に 関 す る 不 必 要 な 質 問 ・ 発 言  
②  わ い せ つ 図 画 の 閲 覧 、 配 付 、 掲 示  
③  う わ さ の 流 布  
④  不 必 要 な 身 体 へ の 接 触  
⑤  性 的 な 言 動 に よ り 、 他 の 社 員 の 就 業 意 欲 を 低 下 せ し め 、 能 力 の 発 揮 を 阻
害 す る 行 為  
⑥  交 際 ・ 性 的 関 係 の 強 要  
⑦  性 的 な 言 動 へ の 抗 議 ま た は 拒 否 等 を 行 っ た 社 員 に 対 し て 、 解 雇 、 不 当 な
人 事 考 課 、 配 置 転 換 等 の 不 利 益 を 与 え る 行 為  
⑧  そ の 他 、 相 手 方 お よ び 他 の 社 員 に 不 快 感 を 与 え る 性 的 な 言 動  
（ ３ ） パ ワ ー ハ ラ ス メ ン ト  
優 越 的 な 関 係 を 背 景 と し た 言 動 で あ っ て 、 業 務 上 必 要 か つ 相 当 な 範 囲 を 超 え
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た も の に よ り 、 他 の 社 員 の 就 業 環 境 が 害 さ れ る 次 の よ う な 行 為  
①  身 体 的 な 攻 撃 （ 暴 行 ・ 傷 害 ）  
②  精 神 的 な 攻 撃 （ 脅 迫 ・ 名 誉 棄 損 ・ 侮 辱 ・ ひ ど い 暴 言 ）  
③  人 間 関 係 か ら の 切 り 離 し （ 隔 離 ・ 仲 間 外 し ・ 無 視 ）  
④  過 大 な 要 求 （ 業 務 上 明 ら か に 不 要 な こ と や 遂 行  不 可 能 な こ と の 強 制 ・
仕 事 の 妨 害 ）  
⑤  過 小 な 要 求 （ 業 務 上 の 合 理 性 な く 能 力 や 経 験  と か け 離 れ た 程 度 の 低 い
仕 事 を 命 じ る こ と や  仕 事 を 与 え な い こ と ）  
⑥  個 の 侵 害 （ 私 的 な こ と に 過 度 に 立 ち 入 る こ と ）  
（ ４ ） 前 各 号 の ほ か 、 性 的 指 向 ・ 性 自 認 に 関 す る 言 動 に よ る も の な ど 職 場 に
お け る あ ら ゆ る ハ ラ ス メ ン ト に よ り 、 他 の 社 員 の 就 業 環 境 を 害 す る よ う な こ
と  
（ ５ ） 部 下 で あ る 社 員 が 前 各 号 に 規 定 す る ハ ラ ス メ ン ト を 受 け て い る 事 実 を
認 め な が ら 、 こ れ を 黙 認 す る 上 司 の 行 為  
 
（ ハ ラ ス メ ン ト の 相 談 窓 口 の 設 置 と 対 応 ）  
第 ５ ８ 条 の ３  研 究 所 は 、 ハ ラ ス メ ン ト に 関 す る 相 談 お よ び 苦 情 処 理 の 相 談
窓 口 を 各 事 業 場 で 設 け る こ と と し 、 そ の 責 任 者 は コ ン プ ラ イ ア ン ス 担 当 組 合
員 と す る 。 コ ン プ ラ イ ア ン ス 担 当 組 合 員 は 、 相 談 窓 口 の 担 当 者 を 労 務 総 務 担
当 者 と し 、 そ の 名 前 を 人 事 異 動 等 の 変 更 の 都 度 、 周 知 す る と 共 に 、 担 当 者 に
必 要 な 研 修 を 行 う も の と す る 。  
２  ハ ラ ス メ ン ト の 被 害 者 に 限 ら ず 、 す べ て の 社 員 は ハ ラ ス メ ン ト が 発 生 す
る お そ れ が あ る 場 合 、 相 談 お よ び 苦 情 を 相 談 窓 口 の 担 当 者 に 申 し 出 る こ と が
で き る 。  
３  相 談 窓 口 の 担 当 者 は 相 談 者 か ら の 事 実 確 認 の 後 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス 担 当
組 合 員 へ 報 告 を 行 う 。 報 告 に 基 づ き 、 労 務 総 務 担 当 者 は 相 談 者 の 人 権 に 配 慮
し た 上 で 、 必 要 に 応 じ て 行 為 者 、 被 害 者 、 上 司 お よ び 他 の 社 員 等 に 事 実 関 係
を 聴 取 す る 。  
４  前 項 の 聴 取 を 求 め ら れ た 社 員 は 、 正 当 な 理 由 な く こ れ を 拒 む こ と は で き
な い 。  
５  ハ ラ ス メ ン ト 行 為 が 認 め ら れ た 場 合 、 研 究 所 は 、 問 題 解 決 の た め の 措 置
と し て 、 懲 戒 処 分 の 他 、 行 為 者 の 異 動 等 被 害 者 の 労 働 条 件 お よ び 就 業 環 境 を
改 善 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ る 。  
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６  研 究 所 は 、 相 談 お よ び 苦 情 へ の 対 応 に 当 た っ て は 、 関 係 者 の プ ラ イ バ シ
ー は 保 護 さ れ る と 共 に 、 相 談 を し た こ と 、 ま た は 事 実 関 係 の 確 認 に 協 力 し た
こ と 等 を 理 由 と し て 不 利 益 な 取 扱 い は 行 わ な い 。  
７  研 究 所 は 、 ハ ラ ス メ ン ト の 事 案 が 生 じ た 時 は 、 周 知 の 再 徹 底 お よ び 研 修
の 実 施 、 事 案 発 生 の 原 因 と 再 発 防 止 等 、 適 切 な 再 発 防 止 策 を 講 じ る こ と と す
る 。          
 
（ 個 人 情 報 ・ 機 密 情 報 等 の 保 護 ）  
第 ５ ９ 条  ス タ ッ フ は 、 研 究 所 の 知 的 所 有 権 を 含 め 、 業 務 上 お よ び 業 務 外 で
知 り 得 た 他 の 社 員 や 取 引 先 社 員 等 の 個 人 情 報 、 研 究 所 お よ び 取 引 先 等 に 関 す
る 情 報 、 そ の 他 業 務 に 関 す る 一 切 の 情 報 の 管 理 に 十 分 な 注 意 を 払 う も の と し 、
当 該 情 報 を 他 に 漏 洩 し 、 ま た は 個 人 的 に 保 存 、 持 出 も し く は 使 用 等 を し て は
な ら な い 。 ま た 、 自 ら の 業 務 に 関 係 の な い 研 究 所 お よ び 取 引 先 等 の 情 報 を 不
当 に 取 得 し て は な ら な い 。  
２  ス タ ッ フ は 、職 場 ま た は 職 種 の 異 動 あ る い は 退 職（ 解 雇 の 場 合 を 含 む 。）
時 に 、 自 ら 管 理 し て い た 個 人 情 報 、 研 究 所 お よ び 取 引 先 等 に 関 す る 情 報 、 そ
の 他 業 務 に 関 す る 一 切 の 情 報 帳 簿 類 を す み や か に 返 却 し な け れ ば な ら な い 。 
３  前 １ 項 に 掲 げ る 情 報 に つ い て は 、 研 究 所 に 雇 用 さ れ て い る 期 間 は も と よ
り 、 退 職 後 ま た は 解 雇 さ れ た 後 に お い て も 、 他 に 漏 洩 し 、 ま た は 個 人 的 に 使
用 等 を し て は な ら な い 。  
４  前 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 個 人 情 報 お よ び 秘 密 保 持 の
取 扱 い 、 内 部 通 報 等 に 関 す る 取 扱 い に つ い て は 、 法 令 お よ び 諸 規 定 に よ る も
の と す る 。  
 
（ パ ソ コ ン 通 信 等 の 管 理 ）  
第 ６ ０ 条  研 究 所 は 、 所 内 機 密 、 業 務 方 針 、 顧 客 情 報 、 ス タ ッ フ 等 の 個 人 情
報 な ど の 漏 洩 を 防 止 す る た め 、 ま た は 所 内 の パ ソ コ ン 環 境 を 良 好 に 保 つ た め 、
必 要 に 応 じ て サ ー バ ー 上 の デ ー タ 等 を 調 査 す る こ と が で き る 。  
２  ス タ ッ フ は 、 パ ソ コ ン の 使 用 に つ い て 、 次 の 事 項 を 遵 守 し な け れ ば な ら
な い 。  
（ １ ） 研 究 所 所 有 の パ ソ コ ン を 業 務 以 外 の 目 的 で 使 用 し な い こ と  
（ ２ ） パ ス ワ ー ド を 設 定 す る 等 、 ア ク セ ス 権 限 の な い 者 の 起 動 操 作 を 制 限 す
る こ と  
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（ ３ ） 研 究 所 が 指 定 し た 不 正 ソ フ ト ウ ェ ア （ ウ イ ル ス ・ ス パ イ ウ ェ ア 等 ） 対
策 ソ フ ト を イ ン ス ト ー ル し 、 定 期 的 に 定 義 フ ァ イ ル を 更 新 す る こ と  
（ ４ ） 研 究 所 の 許 可 な く ソ フ ト ウ ェ ア を イ ン ス ト ー ル し な い こ と  
（ ５ ） 私 有 の フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 、 CD-R 等 の 電 子 記 録 媒 体 、 USB 機 器 、 オ ー
デ ィ オ 機 器 等 の 情 報 機 器 を 接 続 し な い こ と  
（ ６ ） 研 究 所 が 必 要 と 認 め る 場 合 に お い て 、 ス タ ッ フ に 貸 与 し た パ ソ コ ン に
蓄 積 さ れ た デ ー タ 等 の 閲 覧 に 協 力 す る こ と  
 
（ 所 持 品 の 検 査 ）  
第 ６ １ 条  研 究 所 は 、 機 密 の 保 持 、 貴 重 品 の 紛 失 等 の 事 故 を 未 然 に 防 ぐ た め
に 必 要 で あ る と 認 め た と き は 、 そ の 必 要 の 範 囲 内 で ス タ ッ フ の 所 持 品 の 検 査
を 行 う こ と が あ る 。  
２  前 項 に 定 め る 所 持 品 検 査 は 、 あ く ま で も 同 項 に 定 め る 必 要 の 範 囲 内 で 行
う も の で あ っ て 、 犯 罪 捜 査 の た め に 行 う も の で は な い 。  
３  研 究 所 が 所 持 品 検 査 を 行 う 場 合 は 、 そ の 事 由 を 明 示 し た 上 、 当 該 職 場 の
全 ス タ ッ フ に 対 し て 画 一 的 に 行 う も の と し 、 特 定 の ス タ ッ フ に 限 っ て 行 う こ
と は な い 。  
４  ス タ ッ フ は 、 正 当 な 理 由 が な く 前 項 に 定 め る 所 持 品 検 査 を 拒 ん で は な ら
な い 。  
 
 

第 ７ 章  賞 罰  
 
（ 表 彰 ）  
第 ６ ２ 条  研 究 所 は 、 組 織 運 営 に 有 益 と な る 優 れ た 行 い を 認 め ら れ た ス タ ッ
フ に 対 し 、 感 謝 の 意 を 表 明 す る と と も に 、 他 の ス タ ッ フ に こ の 優 れ た 功 績 を
周 知 す る た め に 表 彰 す る 。  
２  ス タ ッ フ が 次 に 挙 げ る 何 れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 研 究 所 に て 表 彰 す る も
の と す る 。 �R 
(1) 業 務 上 有 益 な 成 果 を 上 げ 、 研 究 所 の 掲 げ る 目 的 の 実 現 に 貢 献 し た 者  
(2) 社 会 的 に 見 て 、 研 究 所 の 知 名 度 を 上 げ る 貢 献 を し た 者  
(3) そ の 他 、 研 究 所 が 業 績 を 認 め た 者  
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３  表 彰 は 、 賞 状 ・ 賞 品 を も っ て 行 う 。  
 
（ 懲 戒 事 由 ）  
 第 ６ ３ 条  ス タ ッ フ が 次 に 挙 げ る 何 れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 情 状 に よ り 注
意 （ 譴 責 ）、 減 給 、 出 勤 停 止 、 降 職 降 格 と す る 。  
(1) 研 究 所 の 諸 規 定 に 反 し た 場 合 。  
(2) 研 究 所 の 名 誉 を 失 墜 し た 場 合 。  
(3) 研 究 所 に 損 害 を 与 え た 場 合 。  �R 
(4) 所 属 す る 事 業 場 の 責 任 者 の 指 示 ・ 命 令 に 反 し た 場 合 。  
(5) 正 当 な 理 由 が な く 無 断 私 用 外 出 ま た は 無 断 欠 勤 （ 届 出 が あ っ て も 会 社 が
承 認 し な い も の を 含 む 。）を し た と き 、ま た は 正 当 な 理 由 な く 遅 刻 ま た は 早 退
を 繰 り 返 し た と き お よ び そ れ に よ り 業 務 に 支 障 を き た す 場 合 。  
(6) 業 務 上 の 守 秘 義 務 に 反 し 、 そ れ を 他 に 漏 洩 し た 場 合 。  
(7) 所 属 す る 事 業 場 の 責 任 者 に 無 断 で 、 他 の 職 業 に 就 い て い る 場 合 。  
(8) 職 務 に 対 す る 熱 意 ま た は 誠 意 が な く 、 ま た は 勤 務 時 間 中 に 職 場 を 離 れ て
職 務 を 怠 り 、 業 務 の 運 営 に 支 障 を 生 じ さ せ る な ど 勤 務 態 度 が 不 良 で あ る と き  
(9) 故 意 に 業 務 の 能 率 を 阻 害 し 、 ま た は 業 務 の 遂 行 を 妨 げ た と き  
(10) 出 退 勤 の 記 録 を 他 人 に 依 頼 し 、あ る い は 依 頼 に 応 じ た と き 、ま た は こ れ
ら に よ り 不 正 に 給 与 の 支 払 い を 受 け て い た と き  
(11) 勤 務 に 関 係 す る 手 続 き そ の 他 の 届 出 を 怠 っ た と き  
(12) 他 の ス タ ッ フ に 対 す る 暴 行 ・ 脅 迫 以 外 の 非 行 行 為 に よ り 職 場 内 の 秩 序 、
風 紀 を 乱 し た と き  
(13) 業 務 上 の 報 告 等 を 偽 り 研 究 所 に 対 し て 影 響 を 与 え た と き  
(14) 法 令 に 違 反 し 、研 究 所 の 営 業 秘 密 、企 業 秘 密 ま た は 顧 客 情 報 等 を 所 外 に
漏 ら し 、 あ る い は 漏 ら そ う と し た と き 、 ま た は 自 社 お よ び 他 社 の 秘 密 を 不 正
に 入 手 し た と き  
(15) 正 当 な 理 由 な く 、 研 究 所 が 命 じ る 時 間 外 労 働 、 休 日 労 働 を 拒 ん だ と き  
(16) 正 当 な 理 由 な く 、 所 持 品 の 点 検 な ど の 業 務 行 為 を 拒 ん だ と き  
(17) 職 場 の パ ソ コ ン を 諸 規 程 そ の 他 の 指 示 に 反 し て 使 用 し 、 コ ン ピ ュ ー タ
ー ウ イ ル ス 等 に 感 染 さ せ る な ど し て 業 務 の 運 営 に 支 障 を 生 じ さ せ た と き 、 ま
た は そ の 職 務 に 関 連 し な い 不 正 な 目 的 で 使 用 し 、 業 務 の 運 営 に 支 障 を 生 じ さ
せ た と き  
(18) 取 引 先 等 に 関 し て 、本 人 、も し く は 他 の 組 合 員・社 員 ま た は そ の 親 族 と
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関 係 が あ る こ と を 理 由 に 有 利 な 取 扱 い を 行 っ た と き  
(19) 以 下 の 交 通 事 故 ま た は 交 通 法 規 違 反 行 為 を 行 っ た と き  
ア  酒 酔 い 運 転 で 人 に 傷 害 を 負 わ せ た と き 、 ま た は こ の 場 合 に お い て 措 置 義
務 違 反 を し た と き  
イ  酒 気 帯 び 運 転 で 人 に 傷 害 を 負 わ せ た と き 、 ま た は こ の 場 合 に お い て 措 置
義 務 違 反 を し た と き  
ウ  人 に 傷 害 を 負 わ せ た と き 、 ま た は こ の 場 合 に お い て 事 故 後 の 救 護 を 怠 る
等 の 措 置 義 務 違 反 を し た と き  
エ  著 し い 速 度 超 過 等 の 悪 質 な 交 通 法 規 違 反 を し た と き 、 ま た は こ の 場 合 に
お い て 物 の 損 壊 に 係 る 交 通 事 故 を 起 こ し て 措 置 義 務 違 反 を し た と き  
(20) 所 外 で の 非 行 行 為 に よ り 企 業 秩 序 が 乱 さ れ た と き  
(21) 本 規 則 第 ６ 章 服 務 規 律 に 違 反 し た と き  
(22) そ の 他 前 各 号 に 準 ず る 程 度 の 不 都 合 な 行 為 が あ っ た と き  
 
２  ス タ ッ フ が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 懲 戒 解 雇 と す る 。  
（ １ ） 他 の ス タ ッ フ に 対 し 暴 行 ・ 脅 迫 を 加 え る こ と に よ り 職 場 の 秩 序 、 風 紀
を 乱 し た と き  
（ ２ ） 労 働 契 約 締 結 に 際 し 、 氏 名 、 職 歴 等 、 採 用 に 関 わ る 重 大 な 経 歴 を 偽 り
雇 用 さ れ た と き  
（ ３ ） 業 務 上 の 報 告 等 を 偽 り 、 ま た は 業 務 上 重 大 な 失 態 が あ り 、 研 究 所 に 対
し て 重 大 な 損 害 ・ 影 響 を 与 え た と き  
（ ４ ） 法 令 に 違 反 し 、 研 究 所 の 重 大 な 営 業 秘 密 、 企 業 秘 密 お よ び 顧 客 情 報 等
を 所 外 に 漏 ら し 、 あ る い は 漏 ら そ う と し た と き 、 ま た は 自 所 お よ び 他 社 の 重
大 な 秘 密 を 不 正 に 入 手 し た と き  
（ ５ ） 本 規 則 第 ５ ８ 条 の ２ （ ハ ラ ス メ ン ト の 禁 止 行 為 ） に 違 反 し 、 妊 娠 ・ 出
産 、 育 児 ･介 護 に 関 す る 制 度 や 措 置 の 利 用 等 に 関 す る 言 動 に よ り 他 の ス タ ッ
フ の 就 業 環 境 を 害 す る こ と ま た は 妊 娠 ・ 出 産 等 に 関 す る 言 動 に よ り 女 性 で あ
る 他 の 社 員 の 就 業 環 境 を 害 す る 行 為 等 を 執 拗 に 繰 り 返 し た こ と に よ り 相 手
が 強 度 の 心 的 ス ト レ ス の 重 積 に よ る 精 神 疾 患 に 罹 患 し た と き  
（ ６ ） 本 規 則 第 ５ ８ 条 の ２ （ ハ ラ ス メ ン ト の 禁 止 行 為 ） に 違 反 し 、 暴 行 も し
く は 脅 迫 を 用 い て わ い せ つ な 行 為 を し 、 ま た は 職 場 に お け る 上 司 ・ 部 下 等 の
関 係 に 基 づ く 影 響 力 を 用 い る こ と に よ り 強 い て 性 的 関 係 を 結 ぶ 等 の わ い せ
つ な 行 為 を し た と き  
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（ ７ ） 本 規 則 第 ５ ８ 条 の ２ （ ハ ラ ス メ ン ト の 禁 止 行 為 ） に 違 反 し 、 他 の ス タ
ッ フ に 対 し 、 優 越 的 な 関 係 を 背 景 と し て 抑 圧 し た う え で 暴 行 も し く は 脅 迫 行
為 を し た と き 、 ま た は 他 の ス タ ッ フ に 対 す る 嫌 が ら せ 行 為 等 を 執 拗 に 繰 り 返
し た こ と に よ り 相 手 が 強 度 の 心 的 ス ト レ ス の 重 積 に よ る 精 神 疾 患 に 罹 患 し
た と き  
（ ８ ） 直 近 の １ か 月 以 内 に 通 算 し て 14 日 以 上 無 断 欠 勤 し 、 出 勤 の 督 促 に 応
じ な い と き  
（ ９ ） 研 究 所 の 金 品 を 横 領 ま た は 窃 取 し た と き  
（ 10） 他 人 の 金 品 を 窃 取 し 、 ま た は 窃 取 し よ う と し た と き  
（ 11） 人 を 欺 い て 研 究 所 の 金 品 を 交 付 さ せ た と き  
（ 12） 故 意 ま た は 重 大 な 過 失 に よ り 、 職 場 に お い て 研 究 所 の 物 品 を 損 壊 し 、
研 究 所 に 重 大 な 損 害 を 与 え た と き  
（ 13）故 意 に 諸 給 与 を 不 正 に 支 給 し た と き 、ま た は 故 意 に 届 出 を 怠 り も し く
は 虚 偽 の 届 出 を す る な ど し て 諸 給 与 を 不 正 に 受 給 し た と き  
（ 14）職 場 の パ ソ コ ン を 研 究 所 の 諸 規 程 そ の 他 の 指 示 に 反 し て 使 用 し 、 コ ン
ピ ュ ー タ ー ウ イ ル ス 等 に 感 染 さ せ る な ど し て 業 務 の 運 営 に 重 大 な 支 障 を 生
じ さ せ た と き 、 ま た は そ の 職 務 に 関 連 し な い 不 正 な 目 的 で 使 用 し 、 業 務 の 運
営 に 支 障 を 生 じ さ せ 、 研 究 所 に 重 大 な 損 害 を 与 え た と き  
（ 15） 公 務 員 等 に 対 す る 賄 賂 行 為 、 株 券 等 に 関 す る 内 部 者 取 引 （ イ ン サ イ ダ
ー 取 引 ） 等 、 刑 法 、 そ の 他 の 法 令 に 規 定 す る 犯 罪 に 該 当 す る 行 為 を 犯 し 、 そ
の 事 実 が 明 白 な と き  
（ 16） 職 務 上 の 地 位 を 利 用 し て 、 金 品 の 供 与 を 受 け 、 不 正 の 利 益 を 得 た と き  
（ 17） 以 下 の 交 通 事 故 ま た は 交 通 法 規 違 反 行 為 を 行 っ た と き  
ア  酒 酔 い 運 転 で 人 を 死 亡 さ せ 、 も し く は 重 篤 な 傷 害 を 負 わ せ た と き 、 ま た
は こ の 場 合 に お い て 措 置 義 務 違 反 を し た と き  
イ  酒 気 帯 び 運 転 で 人 を 死 亡 さ せ 、 も し く は 重 篤 な 傷 害 を 負 わ せ た と き 、 ま
た は こ の 場 合 に お い て 措 置 義 務 違 反 を し た と き  
ウ  人 を 死 亡 さ せ 、 も し く は 重 篤 な 傷 害 を 負 わ せ た と き 、 ま た は こ の 場 合 に
お い て 事 故 後 の 救 護 を 怠 る 等 の 措 置 義 務 違 反 を し た と き  
（ 18）研 究 所 の 経 営 に 関 し 虚 偽 の 宣 伝 流 布 を 行 い 、 ま た は 研 究 所 に 対 し て 不
当 な 誹 謗 中 傷 を 行 う こ と に よ り 、 研 究 所 の 名 誉 ・ 信 用 を 毀 損 し 、 ま た は 研 究
所 に 損 害 を 与 え た と き  
（ 19） 所 外 で の 非 行 行 為 に よ り 、 研 究 所 の 名 誉 ・ 信 用 を 著 し く 損 な い 、 ま た
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は 研 究 所 に 重 大 な 損 害 を 与 え た と き 、 そ の 他 企 業 秩 序 が 著 し く 乱 さ れ た 場 合
で そ の 行 為 が 悪 質 な と き  
（ 20）暴 力 団 員 、暴 力 団 関 係 者 そ の 他 反 社 会 的 勢 力 と 関 わ り が あ る こ と が 判
明 し た と き  
（ 21）懲 戒 に 処 せ ら れ た に も か か わ ら ず 、懲 戒 に 服 す る 意 思 が 認 め ら れ な い
と き  
（ 22）懲 戒 処 分 を 受 け た 者 に 、 当 該 処 分 か ら １ 年 以 内 に 再 度 懲 戒 事 由 に 該 当
す る 行 為 が あ っ た と 認 め ら れ た と き  
（ 23） 本 規 則 第 ６ 章 服 務 規 律 に 違 反 す る 重 大 な 行 為 が あ っ た と き  
（ 24） そ の 他 業 務 上 の 指 示 ま た は 研 究 所 の 諸 規 程 に 著 し く 違 反 し た 場 合 で 、
そ の 行 為 が 複 数 回 に 及 ぶ な ど 悪 質 な と き  
（ 25） そ の 他 前 各 号 に 準 ず る 程 度 の 不 都 合 な 行 為 が あ っ た と き  
３  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 他 の ス タ ッ フ を 教 唆 し 、 ま た は 幇 助 し て 懲 戒 事 由
に 掲 げ る 行 為 を 行 わ せ た と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 そ の 行 為 者 に 準 じ て 懲 戒 に
処 す 。  
４  懲 戒 の 対 象 と な っ た ス タ ッ フ の 非 違 行 為 に つ い て 、 上 司 の 管 理 監 督 責 任
が 問 わ れ る 場 合 に お い て は 、 当 該 上 司 に つ い て も 、 懲 戒 の 対 象 と す る 。  
 
（ 懲 戒 の 手 続 ）  
第 ６ ４ 条  研 究 所 が 懲 戒 処 分 を 行 お う と す る と き は 、処 分 の 内 容 、非 違 行 為 、
懲 戒 の 事 由 等 を 懲 戒 処 分 通 知 書 で 当 該 ス タ ッ フ に 通 知 す る 。  
２  情 状 酌 量 の 余 地 が あ り 、 ま た は 改 悛 の 情 が 明 ら か に 認 め ら れ る 場 合 は 、
懲 戒 を 軽 減 し 、 ま た は 免 除 す る こ と が あ る 。  
３  懲 戒 解 雇 事 由 に 該 当 す る と し て 、 懲 戒 解 雇 に な る お そ れ が あ る ス タ ッ フ
に つ い て は 、 事 前 に 弁 明 の 機 会 を 与 え る 。  
４  情 状 酌 量 の 余 地 が あ り 、 ま た は 改 悛 の 情 が 明 ら か に 認 め ら れ る 場 合 は 、
懲 戒 を 軽 減 し 、 ま た は 免 除 す る こ と が あ る 。  
５  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 他 の ス タ ッ フ を 教 唆 し 、 ま た は 幇 助 し て 懲 戒 事 由
に 掲 げ る 行 為 を 行 わ せ た と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 そ の 行 為 者 に 準 じ て 懲 戒 に
処 す 。  
 
（ 自 己 都 合 退 職 の 承 認 取 消 し ）  
第 ６ ５ 条  研 究 所 は 、 既 に 自 己 都 合 退 職 の 承 認 を 受 け て い る ス タ ッ フ が 、 退
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職 す る ま で の 間 に 懲 戒 事 由 に 該 当 す る こ と が 判 明 し た 場 合 に は 、 そ の 承 認 を
取 り 消 し 、 懲 戒 に 処 す る こ と が あ る 。  
 
 
（ 懲 戒 処 分 ）  
第 ６ ６ 条  前 条 の 懲 戒 処 分 は 原 則 と し て 研 究 所 内 に 公 示 し た 上 で 、 次 の と お
り 行 う 。  
(1) 譴 責 処 分  始 末 書 を 提 出 さ せ 、 い さ め る  
(2) 減 給 処 分  1 回 の 行 為 に 付 き １ 日 分 の 平 均 賃 金 の 半 額 、 総 額 が １ 賃 金 支
払 い 期 間 に お け る 賃 金 総 額 の 10 分 の １ の 範 囲 内 で 行 う 。 そ の 期 間 及 び 減 額
の 割 合 は 、 そ の 都 度 所 属 す る 事 業 場 の 責 任 者 に て 決 定 す る 。   
(3) 出 勤 停 止 処 分  出 勤 を 停 止 し 、そ の 期 間 中 の 賃 金 は  �R無 給 と す る 。そ の 期
間 に つ い て は 、 そ の 都 度 所 属 す る 事 業 場 の 責 任 者 に て 決 定 す る 。  �R 
(4) 降 職 降 格 処 分  現 職 務 上 の 地 位 を 免 じ 、 降 格 地 位 に 就 け る 。  �R 
(5) 諭 旨 退 職 処 分  退 職 願 を 提 出 さ せ る 。 �R 
(6) 懲 戒 解 雇 処 分  行 政 官 庁 の 解 雇 予 告 除 外 の 認 定 を 得 て 即 時 解 雇 （ 解 雇 の
予 告 は な い ）。  
 
 
（ 損 害 賠 償 責 任 ）   
第 ６ ７ 条  故 意・過 失 に よ り 研 究 所 に 損 害 を 与 え た 場 合 は 、  そ の 損 害 の 賠 償
を さ せ る 。 (そ の 割 合 に つ い て は 、  そ の 都 度 所 属 す る 事 業 場 の 責 任 者 が 決 定
す る 。 ) た だ し 、 当 該 ス タ ッ フ が 賠 償 す る こ と に よ っ て 、 本 規 程 の 懲 戒 処 分
を 免 れ る も の で は な い 。  
 
 

第 ８ 章  福 利 厚 生 等  
（ 福 利 厚 生 ）  
第 ６ ８ 条  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ に 対 す る 福 利 厚 生 施 設 の 利 用 な ど の 福 利 厚 生
に つ い て は 、 正 社 員 と 同 様 の 取 り 扱 い を す る 。  
 
（ 社 会 保 険 へ の 加 入 ）  
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第 ６ ９ 条  研 究 所 は 、 健 康 保 険 、 厚 生 年 金 保 険 お よ び 雇 用 保 険 の 被 保 険 者 に
該 当 す る ス タ ッ フ に つ い て は 、 そ の 該 当 す る 保 険 へ の 加 入 等 に 関 す る 必 要 な
手 続 き を と る 。  
２  ス タ ッ フ は 、 前 項 の 該 当 す る 保 険 へ の 加 入 を 拒 否 す る こ と は で き な い 。 
 
（ 教 育 訓 練 の 実 施 ）  
第 ７ ０ 条  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ に 実 施 す る 教 育 訓 練 で 当 該 ス タ ッ フ が 従 事 す
る 職 務 の 遂 行 に 必 要 な 能 力 を 付 与 す る も の に つ い て は 、 職 務 の 内 容 が 同 一 の
ス タ ッ フ に 対 し て 、 正 社 員 と 同 様 に 実 施 す る 。  
２  研 究 所 は 、 前 項 の ほ か 、 ス タ ッ フ の 職 務 の 内 容 、 業 績 ・ 成 果 、 能 力 、 経
験 等 に 応 じ 教 育 訓 練 を 実 施 す る 。  
 
（ 相 談 の た め の 体 制 の 整 備 ）  
第 ７ １ 条  研 究 所 は 、 こ の 規 程 に 関 す る 事 項 や 業 務 に お け る 問 題 点 等 の 相 談
（ 苦 情 を 含 む 。）に 応 じ 、適 切 に 対 応 す る た め に 必 要 な 体 制 を 整 え る と と も に 、
必 要 に 応 じ て 専 門 の 相 談 窓 口 を 設 置 す る 。  
 
 

第 ９ 章  安 全 衛 生 お よ び 災 害 補 償  
（ 安 全 お よ び 衛 生 の 向 上 ）  
第 ７ ２ 条  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ を 含 む す べ て の 社 員 の 安 全 衛 生 の 確 保 お よ び
改 善 を 図 り 、 快 適 な 職 場 の 形 成 の た め の 必 要 な 措 置 を 講 ず る 。  
２  ス タ ッ フ を 含 む す べ て の 社 員 は 、 安 全 衛 生 に 関 す る 法 令 お よ び 研 究 所 の
行 う 指 示 を 守 り 、 ま た 措 置 に 協 力 し 、 安 全 の 確 保 お よ び 健 康 の 保 持 増 進 に 努
め な け れ ば な ら な い 。  
 
（ 安 全 衛 生 教 育 ）  
第 ７ ３ 条  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ に 対 し て 、 採 用 の 際 お よ び 配 置 換 え 等 に よ り
作 業 内 容 を 変 更 し た 場 合 に は 、 従 事 す る 業 務 に 必 要 な 安 全 衛 生 教 育 を 行 う 。 
 
（ 災 害 予 防 ）  
第 ７ ４ 条  ス タ ッ フ は 、災 害 予 防 の た め 、次 の 事 項 を 守 ら な け れ ば な ら な い 。 
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（ １ ） ガ ス 、 電 気 、 有 害 物 、 爆 発 物 等 の 取 り 扱 い は 、 所 定 の 方 法 に 従 い 慎 重
に 行 う こ と  
（ ２ ） 定 め ら れ た 場 所 以 外 で は 喫 煙 し な い こ と  
（ ３ ） 消 防 の 備 品 お よ び 救 急 箱 が あ る 場 所 、 お よ び そ の 使 用 方 法 を 承 知 し て
お く こ と  
（ ４ ） 常 に 整 理 整 頓 に 努 め 、 通 路 、 非 常 用 出 入 口 、 消 火 設 備 の あ る 箇 所 に 物
品 を 置 か な い こ と  
（ ５ ） 許 可 な く 焚 き 火 、 そ の 他 火 気 を 使 用 し な い と と も に 、 油 ま た は ガ ス の
取 扱 い に 十 分 注 意 す る こ と  
（ ６ ） 所 定 の 危 険 有 害 な 場 所 に は 、 関 係 者 以 外 は 立 ち 入 ら な い こ と  
（ ７ ） 非 常 災 害 が 起 こ り 、 ま た は 起 こ る 恐 れ の あ る 場 合 は 、 直 ち に 臨 機 の 処
置 を 講 ず る と と も に 、 そ の 旨 を 関 係 者 そ の 他 居 合 わ せ た 者 に 連 絡 し 、 被 害 を
最 小 限 に 止 め る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  
（ ８ ） 安 全 の 確 保 と 保 健 衛 生 の た め に 必 要 に 応 じ て 研 究 所 に 進 言 し 、 そ の 向
上 に つ と め る こ と  
（ ９ ） 前 各 号 の 他 、 安 全 衛 生 上 必 要 と し て 研 究 所 が 定 め た 事 項 に 従 う こ と  
 
（ 自 己 保 健 義 務 ）  
第 ７ ５ 条  ス タ ッ フ は 、 日 頃 か ら 自 ら の 健 康 の 保 持 、 増 進 お よ び 傷 病 予 防 に
努 め 、 健 康 に 支 障 を 感 じ た 場 合 に は 、 進 ん で 医 師 の 診 療 を 受 け る 等 の 措 置 を
講 ず る と と も に 、 研 究 所 に 申 し 出 て そ の 回 復 の た め 療 養 に 努 め な け れ ば な ら
な い 。  
 
（ 健 康 診 断 ）  
第 ７ ６ 条  研 究 所 は 、 引 き 続 き １ 年 以 上 （ 深 夜 業 そ の 他 労 働 安 全 衛 生 規 則 第
13 条 第 １ 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 業 務 に 従 事 す る 者 に つ い て は ６ カ 月 以 上 ）使 用 さ
れ 、 ま た は 使 用 す る こ と が 予 定 さ れ て い る ス タ ッ フ に 対 し て は 、 入 社 の 際 お
よ び 毎 年 １ 回 （ 深 夜 労 働 そ の 他 労 働 安 全 衛 生 規 則 第 13 条 第 １ 項 第 ２ 号 で 定
め る 業 務 に 従 事 す る 者 に つ い て は 、６ か 月 ご と に １ 回 ）、定 期 に 健 康 診 断 を 行
う 。 た だ し 、 １ 週 間 の 所 定 労 働 時 間 が 、 通 常 の 労 働 者 の ４ 分 の ３ 未 満 で あ る
パ ー ト タ イ ム の ス タ ッ フ に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  
２  前 項 の 健 康 診 断 の 他 、 法 令 で 定 め ら れ た 有 害 業 務 に 従 事 す る ス タ ッ フ に
対 し て は 、 特 別 の 項 目 に つ い て の 健 康 診 断 を 行 う 。 ま た 、 必 要 の あ る 場 合 に
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は 、 ス タ ッ フ 全 員 ま た は 一 部 に 対 し て 臨 時 に 健 康 診 断 を 行 い 、 あ る い は 予 防
接 種 を 行 う こ と が あ る 。  
３  ス タ ッ フ は 、 正 当 な 理 由 な く 前 各 項 の 健 康 診 断 お よ び 前 項 の 予 防 接 種 を
拒 む こ と は で き な い 。  
 
（ 健 康 診 断 結 果 の 通 知 等 ）  
第 ７ ７ 条  研 究 所 は 、ス タ ッ フ に 対 し て 健 康 診 断 の 結 果 を 通 知 す る 。た だ し 、
健 康 診 断 の 結 果 が ス タ ッ フ 本 人 に 直 接 渡 さ れ る も の に つ い て は 、 ス タ ッ フ は
健 康 診 断 結 果 受 領 後 、 す み や か に 研 究 所 に 書 面 の 写 し を 提 出 し な け れ ば な ら
な い 。  
２  研 究 所 は 、 健 康 診 断 の 結 果 に 基 づ き 、 ス タ ッ フ の 健 康 保 持 の た め に 必 要
な 措 置 に つ い て 医 師 の 意 見 を 聴 取 す る も の と し 、 そ の 意 見 を 勘 案 の 上 必 要 に
応 じ て 、 当 該 ス タ ッ フ に 対 し 、 就 業 場 所 の 変 更 、 作 業 の 転 換 、 労 働 時 間 の 短
縮 、 深 夜 業 の 回 数 の 減 少 等 の 措 置 を 命 じ る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 ス タ ッ フ
は こ れ に 従 わ な け れ ば な ら な い 。  
３  前 項 の 措 置 に よ り 、 就 業 を し な か っ た 時 間 に つ い て は 無 給 と す る 。  
４  ス タ ッ フ は 、 通 知 を 受 け た 健 康 診 断 の 結 果 、 ま た は 、 医 師 の 指 導 な ど に
基 づ き 、 自 ら の 健 康 保 持 増 進 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  
 
（ 医 師 に よ る 面 接 指 導 ）  
第 ７ ８ 条  ス タ ッ フ で あ っ て 、 休 憩 時 間 を 除 き 週 40 時 間 を 超 え る 労 働 が １
か 月 あ た り 80 時 間 を 超 え 、か つ 、疲 労 の 蓄 積 が 認 め ら れ る 者（ １ か 月 以 内 に
面 接 指 導 を 受 け た 者 で あ っ て 、 面 接 指 導 を 受 け る 必 要 が な い と 医 師 が 認 め た
場 合 を 除 く 。）か ら 申 し 出 が あ っ た 場 合 、研 究 所 が 費 用 を 負 担 し て 医 師 に よ る
面 接 指 導 を 行 う 。  
２  研 究 所 は 、 前 項 の 面 接 指 導 を 行 っ た 場 合 に は 、 ス タ ッ フ の 健 康 保 持 の た
め に 必 要 な 措 置 に つ い て 、 医 師 に 意 見 を 聴 取 す る も の と し 、 そ の 意 見 を 勘 案
の 上 必 要 に 応 じ て 、 当 該 ス タ ッ フ に 対 し て 、 就 業 場 所 の 変 更 、 作 業 の 転 換 、
労 働 時 間 の 短 縮 、 深 夜 業 の 回 数 の 減 少 等 の 措 置 を 講 じ る こ と が あ る 。 こ の 場
合 、 ス タ ッ フ は こ れ に 従 わ な け れ ば な ら な い 。  
３  研 究 所 は 、 毎 月 １ 回 以 上 、 一 定 の 期 日 を 定 め て 第 １ 項 の 超 え た 時 間 の 算
定 を 行 う も の と し 、 そ の 超 え た 時 間 が １ 月 当 た り 80 時 間 を 超 え た ス タ ッ フ
に 対 し 、 速 や か に 、 そ の 超 え た 時 間 に 関 す る 情 報 を 通 知 す る 。  
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（ 指 定 医 健 診 等 ）  
第 ７ ９ 条  ス タ ッ フ が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 、 研 究 所 は ス タ ッ
フ に 対 し 、 研 究 所 の 指 定 す る 医 師 の 診 断 を 受 け さ せ る こ と が あ る 。 そ の 場 合
の 費 用 は 研 究 所 が 負 担 す る 。 な お 、 こ れ は 業 務 上 の 必 要 性 に 基 づ く も の で あ
る た め 、 ス タ ッ フ は 正 当 な 理 由 な く こ れ を 拒 む こ と は で き な い 。  
（ １ ） 傷 病 に よ る 欠 勤 が 連 続 ７ 日 間 を 超 え る 場 合  
（ ２ ） 長 期 の 傷 病 欠 勤 後 出 勤 を 開 始 し よ う と す る 場 合  
（ ３ ） 傷 病 を 理 由 に た び た び 欠 勤 す る 場 合  
（ ４ ） 傷 病 を 理 由 に 就 業 時 間 の 短 縮 ま た は 休 暇 、 職 種 も し く は 職 場 の 変 更 を
希 望 す る 場 合  
（ ５ ） 業 務 の 能 率 、 勤 務 態 度 等 に よ り 、 疾 患 に 罹 患 し て い る こ と が 疑 わ れ る
場 合  
（ ６ ） そ の 他 、 研 究 所 が 必 要 と 認 め る 場 合  
 
（ 病 者 の 就 業 禁 止 ）  
第 ８ ０ 条  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 医 師 の
意 見 に 基 づ き 、 そ の 就 業 を 禁 止 す る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 ス タ ッ フ は こ れ
に 従 わ な け れ ば な ら な い 。  
（ １ ） 他 人 に 伝 染 す る お そ れ の あ る 疾 病 （ 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ お よ び 新 型 コ
ロ ナ ウ イ ル ス を 含 む 。） に か か っ た と き   
（ ２ ） 疾 病 等 に よ り 、 自 身 を 傷 つ け 、 ま た は 他 人 に 害 を 及 ぼ す 恐 れ の あ る と
き  
（ ３ ） 心 臓 、 腎 臓 、 肺 等 の 疾 病 で 労 働 の た め 病 勢 が 著 し く 増 悪 す る お そ れ の
あ る も の に か か っ た と き  
（ ４ ） 前 各 号 に 準 ず る 疾 病 で 、 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る も の に か か っ た と き  
（ ５ ） そ の 他 、 研 究 所 が 就 業 を 禁 止 す る 必 要 が あ る と 認 め た 疾 病 に か か っ た
と き  
２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 研 究 所 は 、 ス タ ッ フ の 心 身 の 状 況 が 業 務 に 適
し な い と 判 断 し た 場 合 、 そ の 就 業 を 禁 止 す る こ と が あ る 。  
３  前 項 ま で の 就 業 禁 止 の 期 間 は 無 給 と す る 。 た だ し 、 研 究 所 が 必 要 と 認 め
る と き は 、 有 給 と し 、 ま た は 在 宅 で の 軽 易 な 業 務 を 命 じ る こ と が で き る 。  
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（ 伝 染 病 疾 患 の 届 出 ）  
第 ８ １ 条  ス タ ッ フ は 、 本 人 あ る い は 同 居 者 ま た は 近 隣 に 法 定 伝 染 病 お よ び
こ れ に 準 ず る 疾 病 の 患 者 が 生 じ た と き は 、 速 や か に 研 究 所 に 届 け 出 て そ の 指
示 を 待 た な け れ ば な ら な い 。  
 
（ 災 害 補 償 ）  
第 ８ ２ 条  研 究 所 は 、 ス タ ッ フ が 業 務 上 の 事 由 に よ り 負 傷 し 、 ま た は 疾 病 に
か か っ た と き は 、 労 働 基 準 法 の 規 定 に 従 い 療 養 補 償 、 休 業 補 償 、 障 害 補 償 を
行 う 。 ま た 、 業 務 上 の 事 由 に よ る 負 傷 、 ま た は 疾 病 に よ り 死 亡 し た と き は 、
労 働 基 準 法 の 規 定 に 従 い 遺 族 補 償 を 行 う と と も に 葬 祭 料 を 支 払 う 。  
２  前 項 に 基 づ く 補 償 を 受 け る べ き 者 が 、 同 一 の 事 由 に つ い て 労 働 者 災 害 補
償 保 険 法 の 災 害 補 償 に 相 当 す る 保 険 給 付 を 受 け る べ き 場 合 に は 、 そ の 価 額 の
限 度 に お い て 、 前 項 の 研 究 所 が 行 う 災 害 補 償 の 支 払 い が 免 除 さ れ る も の と す
る 。  
 

第 １ ０ 章  慶 弔 金  
（ 慶 弔 金 ）  
第 ８ ３ 条  ス タ ッ フ の 慶 事 お よ び 弔 事 に 対 し て 、 研 究 所 は 慶 弔 金 を 支 給 す る
こ と が あ る 。  
２  研 究 所 は 、ス タ ッ フ の 死 亡 等（ 高 度 障 害 、傷 病 等 の 保 険 事 故 を 含 む 。）に
係 る 弔 慰 金 や 退 職 慰 労 金 、 上 積 補 償 の 支 払 基 盤 を 充 実 確 保 す る た め の 財 源 と
し て 、 研 究 所 を 保 険 契 約 者 お よ び 保 険 金 受 取 人 と す る 団 体 生 命 保 険 等 の 保 険
金 を 充 て る こ と が あ る 。こ の 場 合 、当 該 保 険 金（ 解 約 返 戻 金 を 含 む 。）は 全 額
研 究 所 に 帰 属 す る も の と す る 。  
３  ス タ ッ フ 等 に 対 し て 支 給 す る 慶 弔 金 は 、 ス タ ッ フ の 勤 続 年 数 お よ び 研 究
所 に 対 す る 貢 献 度 、 死 亡 ま た は 障 害 、 傷 病 等 の 経 緯 等 を 総 合 考 慮 の う え 、 合
理 的 な 金 額 を 支 払 う も の と す る 。  
 
 
附 則  
１  こ の 規 則 は 、 2016 年 4 月 1 日 か ら 施 行 。  
２  こ の 規 則 は 、 2017 年 10 月 1 日 か ら 改 正 。  



! $) !

３  こ の 規 則 は 、 2019 年 4 月 20 日 か ら 改 正 。  
４  こ の 規 則 は 、 2021 年 6 月 23 日 か ら 改 正 。  
５  こ の 規 則 は 、 2022 年 3 月 4 日 か ら 改 正 。  


